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総務費
15.1％

民生費
25.5％

衛生費
8.7％

農林水産業費
11.4％

商工費　2.2％
土木費
7.3％

消防費　3.1％

教育費
7.3％

公債費
14.2％

その他　5.2％

歳出総額　　406億1,753万円

特別会計・公営企業会計

分
担
金
及
び
負
担
金 

1.1
％

市税
17.8％

繰入金　3.6％

その他
7.9％

地方交付税
29.8％

国県支出金
23.8％

地方債
10.7％

その他　3.1％

使
用
料
及
び
手
数
料 

1.3
％

地
方
譲
与
税 

0.9
％

依
存
財
源 

68.3
％

自
主
財
源 

31.7
％

※１

※２

歳入総額　　412億509万円

　平成30年度の一般会計決算状況は、歳入決算額が412億509万円（対前年度比5.0％増）、歳出決
支で4億8,408万円の剰余金が生じました。引き続き高い水準で推移する社会保障関係経費（民生
営となっています。今後も行財政改革実施計画を着実に推進し、持続可能な財政体質の確立に努

【歳出】区　　　分 具体的な内容決　算　額
総　務　費 庁舎の管理・徴税・地域振興などに使いました。61億3,448万円
民　生　費 子育て支援・高齢者や障がいのある人への支援・生活保護など

に使いました。103億6,253万円
衛　生　費 ごみ処理や火葬場の維持・病気の予防・環境保全などに使いま

した。35億5,054万円
農林水産業費 農業や林業・漁業の振興などに使いました。46億1,730万円
商　工　費 商業や工業・観光の振興・企業誘致などに使いました。9億93万円
土　木　費 道路や河川・公園・住宅の整備などに使いました。29億5,818万円
消　防　費 消火活動・救急救命などに使いました。12億6,306万円
教　育　費 小中学校・幼稚園・公民館の運営・文化財保護・生涯学習など

に使いました。29億6,215万円
公　債　費 借金の返済に使いました。57億5,104万円
そ　の　他 議会の運営・災害復旧・勤労青少年ホームの運営などに使いま

した。21億1,732万円

　○翌年度繰越金　　1億348万円　…　令和元年度に延長して行う事業に充てられます。
　○剰余金　　　　4億8,408万円　…　「財政調整基金」に積み立てるほか翌年度の自主
　　　　　　　　　　　　　　　　　財源として活用します。

【内訳】

　浜田市の会計には、一般会計のほか、特定の収入で
支出を賄う特別会計が８あります。また、地方公営企
業法の適用を受け、独立採算制を原則とした水道事業、
工業用水道事業の公営企業会計があります。

■特別会計 （単位：千円）
会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 事 業 勘 定 6,849,179 6,803,595
直 診 勘 定 251,504 251,504

駐 車 場 事 業 36,389 36,363
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 18,423 15,820
公 共 下 水 道 事 業 738,071 737,896
農 業 集 落 排 水 事 業 679,199 679,028
漁 業 集 落 排 水 事 業 45,769 45,761
生 活 排 水 処 理 事 業 56,176 56,148
後 期 高 齢 者 医 療 793,740 777,637

■公営企業会計 （単位：千円）
会　計　名 歳　入 歳　出

水 道 事 業 収益的収支 2,135,745 1,922,583
資本的収支 430,597 1,136,411

工業用水道事業 収益的収支 128,852 104,630
資本的収支 3,441 19,229

算額は406億1,753万円（対前年度比5.2％増）、翌年度へ繰り越す財源1億348万円を除いた実質収
費）とともに、平成29年７月・平成30年７月及び９月の豪雨災害復旧事業の影響で厳しい財政運
める必要があります。

【歳入】

問合せ　財政課財政係　☎�９２１０

区　　　分 具体的な内容決　算　額

自
主
財
源

市　　　税 皆さんが納めた税金です。市民税・固定資産税・軽自動車税・
たばこ税・入湯税があります。73億3,107万円

分担金及び負担金 特定のサービスを受ける人に負担してもらったお金です。保育
料・福祉施設入所負担金などがあります。4億4,549万円

使用料及び手数料 市の施設の使用料や、住民票の発行手数料などです。5億5,728万円
繰　入　金 基金（市の預金）を取り崩したり、特別会計（左ページ下段参照）

から移し入れたお金です。14億6,887万円
そ　の　他 預金利子や市の貸付けの返済金・事業受託収入・寄附金などが

あります。32億4,472万円

依
存
財
源

地方譲与税 国が徴収した揮発油税や自動車重量税などのうち、一定基準が
市に配分されます。3億5,185万円

地方交付税 市税収入の少ない市でも、市民に一定水準のサービスが行えるよう、国から
交付されるお金です。所得税や法人税・消費税・酒税などを配分しています。122億8,252万円

国県支出金 市が行う事業に対し、国や県が補助したり負担するお金です。98億2,496万円
地　方　債 多額の経費がかかる事業（道路改修や災害復旧など）を行うた

めに、国や銀行から借りたお金です。44億1,340万円
そ　の　他 地方消費税交付金・交通安全対策特別交付金・地方特例交付金・

自動車取得税交付金・配当割交付金などがあります。12億8,493万円
※１　自主財源：浜田市が自らの権限で調達できる収入のことです。
※２　依存財源：国や県により交付されたり、割り当てられたりする収入や、政府・銀行

などから借り入れた収入のことです。

浜田市の財政指数

指数名 内　　容 平成30年度
算定結果

財政健全化法
早期健全化

基準
財政再生

基準
実質赤字比率 １年間の標準的な収入と比較した、一般会計

の赤字額の割合です。 － 12.46% 20.00%

連結実質赤字比率 １年間の標準的な収入と比較した、特別会計や公営企業
会計を含む全ての会計を合算した赤字額の割合です。 － 17.46% 30.00%

実質公債費比率 
（３か年平均）

１年間の標準的な収入と比較した、一般会計
が負担する借金などの返済額の割合です。 10.5% 25.0% 35.0%

将来負担比率 １年間の標準的な収入と比較した、将来一般
会計が返済する借金などの負担割合です。 59.5% 350.0% －

支　出 市の性質別区分 金　額
食費 人件費 ４万９千円
光熱水費・日用雑貨代 物件費 ３万５千円
医療費・保育料など 扶助費 ５万６千円
ローンの返済金 公債費 ４万８千円
子どもへの仕送り 繰出金 ３万円
家の増築費・新車購入 普通建設費・災害復旧費 ６万７千円
町内会費・ご祝儀など 補助費など ３万５千円
定期預金 積立金 １万４千円
家や車の修理代・友
人ヘ貸したお金

維持補修費・貸付金・
投資及び出資金 ４千円

支　出　合　計 33万８千円

収　入 市の性質別区分 金　額
給料 市税 ６万１千円
家賃収入 使用料及び手数料など ３万５千円
預金の取崩し 繰入金 １万２千円
親からの援助 地方交付税・地方譲与税など 11万６千円
兄弟からの援助 国県支出金 ８万２千円
借金 地方債 ３万７千円

収　入　合　計 34万３千円
　収入合計から支出合計を差し引いた金額は、毎月約５千円、
１年で約５万９千円となりました。そのうち、約１万円を翌
年度に持っていき、残った約４万９千円を「財政調整基金」
銀行などに預金しました。

※　決算額（一般会計）を１万分の１に縮小し、さらに12分の１にして１か月分の家計簿風にしてみると…

普通教室エアコン整備事業
（事業費1億732万円）

運動施設改修事業
（事業費1億4,135万円）

　平成30年度に実施した事業　

平成30年度浜田市決算

　歳入歳出差引額　5億8,756万円　

状況をお知らせします

浜田さん家の１か月分の家計簿を見てみましょう
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問
合
せ　

浜
田
市
観
光
協
会
特
産
品
販
売
所
（
市
民
サ
ロ
ン
）

場
所　
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
１
階　
電
話　
☎
�
７
１
３
３

営
業
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
年
中
無
休
）

浜
田
開
府
四
百
年
祭
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

浜
田
城
資
料
館
を
開
館
し
ま
す

驛
鈴
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
披
露
式
を

開
催
し
ま
す

協
賛
商
品
や
記
念
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
ま
す

■
記
念
式
典

日
時　
１０
月
１３
日
㈰

　
午
後
２
時
～
５
時
２０
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

　
大
ホ
ー
ル

※　
入
場
自
由
・
無
料

■
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
昼
市

・
郷
土
芸
能
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ

日
時　
１０
月
１３
日
㈰

　
午
前
１０
時
～
午
後
２
時　

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
前
道
路

　
歩
行
者
天
国

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
御
便
殿
を
活
用
し
た
浜

田
城
資
料
館
を
開
館
し
ま
す
。

展
示
で
は
、
浜
田
城
や
北
前
船
寄
港
地
の
外
ノ

浦
を
は
じ
め
、
御
便
殿
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
市
内
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、
学
習
室
が
あ
り
ま
す
。

浜
田
市
と
三
重
県
松
阪
市
の
ご
縁
の
象
徴
と
し

て
浜
田
城
資
料
館
横
に
設
置
さ
れ
る
驛
鈴
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
披
露
式
を
開
催
し
ま
す
。

驛
鈴
は
浜
田
藩
第
12
代
藩
主
の
松
平
康
定
公
が

松
坂
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
国
学
者
の
本
居
宣
長

に
お
土
産
と
し
て
驛
鈴
を
贈
っ
た
こ
と
か
ら
、
浜

田
市
と
松
阪
市
の
歴
史
的
な
深
い
関
わ
り
を
示
す

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
館
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
開
館
式
を
行
い

ま
す
。

　
開
館
式

　
日
時　
10
月
12
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
驛
鈴
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
披
露
式

　
日
時　
10
月
14
日
㈷　
午
前
９
時

　
場
所　
浜
田
城
資
料
館
（
御
便
殿
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
・
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開
館
）

　
　
　
　
・
休
日
の
翌
日　
・
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日

料
金　
　
・
入
館
料
無
料

　
　
　
　
・
和
室
の
学
習
室
（
10
畳=

約
18
㎡
）
の
利
用
は
、

　
　
　
　
１
時
間
２
０
０
円
で
す
。

問
合
せ　
　
文
化
振
興
課
文
化
財
係　
☎
�
９
７
３
１

問合せ
　観光交流課　開府４００年推進室
　☎�９２２８

※　詳細は、別冊折り込みチラシをご覧ください。

市
内
事
業
所
に
協
力
い
た
だ
き
、
開
府
四
百
年
を
記
念
し
た
商

品
を
開
発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

浜
田
市
観
光
協
会
特
産
品
販
売
所
（
市
民
サ
ロ
ン
）
で
取
り
扱

う
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

※　販売価格は８月末時点のもので、全て税抜きです。事前に予約が必要な商品もあります。

緑・白・紺
各2,500円
浜田市観光協会
☎�１０８５

1,300円
日本海酒造㈱ 　☎�１２２１

12枚入500円 24枚入1,000円
宮本風月堂　☎�１９５３

６種　各500円
㈱三島ファーム
☎�５１３４

4,200円
いろいろ工房　Ｔ倶楽部
☎�１７５４

其のⅠ、Ⅱ　各926円
Ⅰ 浜田市観光協会
☎�１０８５
Ⅱ いわみデザイン工房
☎�６０８７

150円
㈱扇原茶園
☎�０８１６

マロンケーキ
５個入900円　10個入1,700円
クッキー　300円
㈲錦榮堂　☎�０３４７

はがき1５０円
しおり300円
マグネット200円
工房かわひら
☎�１１６６

浜
田
城
資
料
館
（
御
便
殿
）

記念ポロシャツ

マロンケーキ／クッキー

令和の刻（日本酒）

浜田城ペーパークラフト

ハッピーシェルせんべい

お試しティーバッグ

開府400年記念銀小判 穂波クラフトビール 神の国から（和紙グッズ）

市内で唯一の
お茶農園の味を
お試しください

胸と背中に
ロゴマークが
入ってます

手作業で
丁寧に作った
地ビールです

石州和紙を
使って
作りました

10月13日 ㈰ 式典　

石央文化ホール 前 歩行者天国

ＢＵＹ浜田昼市 開催

10月12日 ㈯ 開館10月14日 ㈷ 披露



７代目亀谷博幸さん

瓦箸置き「亀と福」
浜田港福井地区臨港道路開通手形

（園児の手形を瓦にのせた記念碑）

瓦そば

6広報はまだ：令和元年10月号7 広報はまだ：令和元年10月号

開
府
四
百
年
に
ま
つ
わ
る

コ
ラ
ム
を
連
載
し
ま
す

各
自
治
区
で
恒
例
の

産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

今
回
は
、
文
化
３
年
（
１
８
０
６
年
）
の
創
業
以
来
、
浜
田
市
で
石

州
瓦
の
製
造
や
販
売
を
行
う
亀
谷
窯
業
㈲
を
訪
問
し
、
亀
谷
社
長
に
、

伝
統
産
業
へ
の
向
き
合
い
方
、
さ
ら
に
経
営
者
と
し
て
見
た
浜
田
に
対

す
る
「
次
の
百
年
へ
の
想お

も

い
」
を
伺
い
ま
し
た
。

亀谷窯業㈲
住所　長沢町７３６
電話　☎�１８０７

亀
谷
さ
ん
の
先
祖
は
、
浜
田
城
の
築
城
と
深
い
関
係
が
あ
る
ん
で

す
よ
ね
？

は
い
。
元
和
５
年
（
１
６
１
９
年
）
に
初
代
浜
田
藩
主
・

古
田
重
治
公
が
浜
田
に
入
り
浜
田
城
を
築
城
す
る
際
、
摂
津

国（
大
阪
府
）か
ら
瓦
師
を
連
れ
て
き
て
瓦
を
造
ら
せ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
瓦
師
の
子
が
亀
谷
初
代
岩
田
清
次
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
２
１
３
年
間
に
わ
た
っ
て
、
石
州
瓦
を
製
造
し

て
き
ま
し
た
。
時
代
は
令
和
に
、
浜
田
市
も
四
百
年
、
石
州

瓦
も
時
代
の
変
化
を
背
景
に
、
屋
根
瓦
を
残
し
て
い
く
た
め

に
、
瓦
タ
イ
ル
・
瓦
食
器
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

家
業
を
守
っ
て
い
く
う
え
で
大
変
な
こ
と
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
９
代
目
と
し
て
、
事
業
継
承
し
８
年
目
と
な
り
ま
す
。

当
時
売
上
高
は
低
迷
、
原
価
は
高
騰
。
屋
根
瓦
以
外
の
商
品

は
、
ま
だ
主
力
と
な
っ
て
な
い
時
期
で
し
た
。
伝
統
と
技
術

を
活い

か
し
て
で
き
る
こ
と
、
ニ
ー
ズ
か
ら
一
つ
一
つ
新
商
品

を
開
発
し
、
展
示
会
に
出
て
は
、
ま
た
ニ
ー
ズ
を
ひ
ろ
う
。

そ
の
積
み
重
ね
と
多
く
の
関
係
者
の
支
援
が
あ
っ
て
、
リ
ッ

ツ
カ
ー
ル
ト
ン
東
京
に
瓦
タ
イ
ル
が
採
用
に
な
る
な
ど
、
新

た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

時
代
や
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
新
商
品
を
作

る
の
で
す
ね
。
そ
し
て
開
府
四
百
年
協
賛
商
品
と
し
て
、
す
て
き
な

瓦
の
箸
置
き
も
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

亀
谷
さ
ん
、
次
の
百
年
は
ど
ん
な
会
社
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

浜
田
市
の
未
来
も
気
に
な
り
ま
す
。

お
し
ゃ
れ
で
し
ょ
？　
瓦
箸
置
き
「
亀
と
福
」
に
記
念
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
刻
印
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
く
わ
の
木
の
皆
さ
ん

が
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
瓦
の
形
を
造
り
、
亀
谷
が
石
州
瓦
特

有
の
赤
茶
色
の
う
わ
薬
を
か
け
て
焼
き
あ
げ
る
と
い
う
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
ま
し
た
。

当
社
事
務
所
、
市
役
所
売
店
、
国
民
宿
舎「
千
畳
苑
」売
店

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
１
個
６
５
０
円
／
２
個
箱
入
１
５
０
０
円
】

次
の
百
年
、
継
続
し
て
い
け
る
な
ら
三
世
代
が
生
き
る
時

代
で
す
ね
。
次
世
代
に
日
本
屋
根
の
あ
る
風
景
を
残
し
て
い

き
た
い
、
赤
瓦
が
山
の
緑
に
映
え
て
石
見
の
歴
史
を
物
語
る
、

そ
ん
な
想
い
で
瓦
業
界
は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
時
代
に
見
慣
れ
た
景
色
や
お
い
し
い
魚
・
野
菜
、

そ
し
て
仲
間
。
都
会
を
経
験
し
た
次
世
代
が
帰
り
た
く
な
る

浜
田
に
し
た
い
で
す
ね
。

コ
ラ
ム
⑧　
伝
統
の
石
州
瓦
に
付
加
価
値
を

亀
谷
窯
業
㈲　
社
長　
亀
谷
典
生
さ
ん

11
月
は
、
恒
例
の
産
業
祭
が
各
自
治
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

農
産
物
の
品
評
会
・
即
売
会
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
今
年
は
浜
田
開
府
四
百
年
を
記
念
し
て
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※　
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
間
は
、
予
定
の
た
め
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時間　　午前９時～午後３時40分
場所　　市民体育館・旭センター・旭保健センター周辺
問合せ　旭ふる里まつり実行委員会
　　　　（旭支所産業建設課内）☎�１４３７

旭ふる里まつり

時間　　午前10時～
場所　　ふれあいジム・かなぎ
問合せ　さざんか祭り実行委員会
　　　　（島根県農業協同組合金城支店内）☎�１１３２

さざんか祭り
時間　　午前９時～午後３時
場所　　市役所弥栄支所前イベント広場
問合せ　弥栄産業まつり実行委員会
　　　　（島根県農業協同組合弥栄支店内）☎�２２２１

弥栄産業まつり

ＢＢ大鍋フェスティバル
時間　　午前９時～午後４時
場所　　浜田漁港周辺特設会場
問合せ　ＢＢ大鍋フェスティバル実行委員会事務局
　　　　（浜田商工会議所内）☎�３０２５

時間　　午前９時～午後４時（10日㈰は午後３時まで）
場所　　三隅中央公園周辺
問合せ　みすみフェスティバル実行委員会
　　　　（三隅支所産業建設課内）☎�２８０３

みすみフェスティバル

11月２日・３日㊏ ㊗

11月９日・10日㊏ ㊐

11月２日
㊏

11月３日
㊗

11月10日
㊐
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全国大会出場
おめでとうございます

　
10
月
26
日
は
、
い
の
ち
と
安
全
安
心

の
日
で
す
。

　
平
成
21
年
、
島
根
県
立
大
学
生
が
理

不
尽
に
命
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な

事
件
を
契
機
に
制
定
し
ま
し
た
。

　
事
件
に
つ
い
て
は
、
懸
命
な
捜
査
の

結
果
、
島
根
・
広
島
両
県
警
察
の
合
同

捜
査
本
部
に
よ
り
、
被
疑
者
が
特
定
さ

れ
、
終
結
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
命
の
大
切
さ
と
そ
の
重

さ
を
再
認
識
し
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な

い
よ
う
防
犯
意
識
を
高
め
、
地
域
に
根

付
い
た
防
犯
対
策
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
「
い
の
ち
」
の
尊
さ
と
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、

・
声
か
け
・
明
る
い
あ
い
さ
つ
運
動

・
見
守
り
活
動

・
門
灯
の
点
灯
運
動

に
よ
っ
て
、「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、10
月
26
日
㈯
に
、「
浜
田
市

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
一
層
の
防
犯
に
対
す
る
意
識
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も

の
で
す
。
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
26
日
㈯ 

午
後
４
時
（
予
定
）

場
所　
島
根
県
立
大
学
（
講
堂
・
駐
車

場
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）

内
容

○
大
会
式
典

・
地
域
安
全
功
労
表
彰

・
防
犯
対
策
に
関
す
る
講
話

・
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表 

な
ど

○
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊一斉
出
動
式

○
は
ま
だ
灯
２
０
１
９

・
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
式

・
島
根
県
立
大
学
合
唱
サ
ー
ク
ル
「
イ

エ
ロ
ー
カ
イ
ト
」
に
よ
る
公
演

・
島
根
県
立
大
学
吹
奏
楽
部
に
よ
る
公
演

な
ど

今
年
も
「
は
ま
だ
を
明
る
く
照
ら
し

隊
」
を
中
心
に
、
島
根
県
立
大
学
の
学

生
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
、
キ
ャ
ン
ド

ル
を
点
灯
す
る
「
は
ま
だ
灯
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
防
犯
を
呼
び
か
け
る
た
め
、

「
防
災・防
犯
メ
ー
ル
」の
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。

詐
欺
の
予
兆
電
話
な
ど
の
情
報
提
供

の
他
に
も
、
災
害
や
事
件
・
事
故
に
関

す
る
情
報
も
配
信
し
て
い
ま
す
。
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
登
録
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

浜田市防災・防犯メールの登録方法
①　次の登録用アドレスに件名・本文を入力せずにメールを送信します。
hamada@xpressmail.jp

※　ＱＲコード対応の携帯電話を利用している人は、右の図
　からアドレスを読み取ることができます。
②　返信メールに記載されたアドレス（ＵＲＬ）にインターネット接続

します。接続後、必要な情報を選択して「確認」ボタンを選択します。
③　登録内容を確認して「登録」ボタンを選択します。
※　迷惑メール設定により返信メールが届かない場合があります。
　「＠xpressmail.jp」のドメインを受信許可してください。

問合せ
　防災安全課防災安全係
　☎�９１２２

くもぎコミュニティ自治会は、宝くじの普及広報を目
的として、その受託事業収入を財源に実施している自治
総合センターの令和元年度コミュニティ助成事業（宝く
じ助成事業）により、椅子などを購入しました。

今後は、整備した備品を活用して、地域コミュニティ
の場の充実を図るとともに、地域の活動が一層活発にな
るよう取り組んでいきます。

問合せ　まちづくり推進課地域づくり推進係
　　　　☎�９２０１

一般会計の決算状況
歳入 （単位：千円）
区分 決算額

分担金及び負担金 1,086,125
使用料及び手数料 79,645
国庫支出金 9,959
県支出金 4,980
財産収入 149
繰入金 4,874
繰越金 8,499
諸収入 39,780

歳入合計 1,234,011

歳出 （単位：千円）
区分 決算額

議会費 588
総務費 57,622
民生費 20,169
衛生費 675,828
公債費 471,450

歳出合計 1,225,657

介護保険特別会計の決算状況
歳入 （単位：千円）
区分 決算額

保険料 2,415,947
分担金及び負担金 1,683,750
使用料及び手数料 263
国庫支出金 3,080,401
支払基金交付金 3,044,517
県支出金 1,660,362
財産収入 53
繰入金 20,169
繰越金 368,707
諸収入 2,111

歳入合計 12,276,280

歳出 （単位：千円）
区分 決算額

総務費 249,173
保険給付費 10,630,778

財政安定化基金拠出金 0
地域支援事業費 635,219
基金積立金 69,227

公債費 0
諸支出金 270,578
歳出合計 11,854,975

浜田地区広域行政組合総務課総務係
☎０８５５�５０８２

全国大会に出場する皆さんを激励しました。
出場報告のため市役所を訪問された皆さんを

ご紹介します。

平成30年度　浜田地区広域行政組合決算総括表 （単位：円）
会計別 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 差引残額（※）

※　残額は、繰越金と
して翌年度の事業に
充てられます。

一般会計 1,240,831,000 1,234,011,627 1,225,657,489 8,354,138
介護保険特別会計 12,164,752,000 12,276,280,544 11,854,975,188 421,305,356

合　計 13,405,583,000 13,510,292,171 13,080,632,677 429,659,494

くもぎコミュニティ自治会

防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
に

登
録
し
ま
し
ょ
う

い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日

浜
田
市
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

「いのちと安全安心の日」
10月26日は令和元年度宝くじコミュニティ助成事業

平成30年度 浜田地区広域行政組合 決算の状況

全国中学校体操競技選手権大会
（京都府：８月22日～24日）

旭中男子団体
写真左から

野津和真さん
（旭中１年）

野津侑矢さん
（旭中３年）

福田猛斗さん
（旭中２年）

服部了誓さん
（旭中１年）
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まちのわだい

金城町ぶどう生産者協議会から、ピオー
ネの本格出荷の報告を受けました
（８月１日）

北前船寄港地フォーラムin浜田実行委員
会設立総会に出席しました（８月６日）

知事と市長との意見交換会（松江市）に出席しました（８月５日）
石州浜っ子夏まつりに全国の「はまだ」
さんを招待し、一緒に花火などを楽しみ
ました（８月３日）

沖合底曳網漁船の出漁式に出席しました
（８月15日）

浜田市坂根正弘奨学金の奨学生に認定通
知書を交付しました（８月11日・23日）

シンガーソングライターの池端克章さん
を、浜田ＰＲ大使に委嘱しました
（８月23日）

「神々や鬼たちが躍動する神話の世界～

石見地域で伝承される神楽～」の日本遺

産認定祝賀会に出席しました（８月23日）
特定第三種漁港市長協議会通常総会に出
席しました（８月27日）

夏季書道講習会に出席しました
（８月17日）

中国の寧夏大学外国語学院日本語学科の
皆さんが表敬訪問されました
（８月26日）

夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会に
出席しました（８月17日）

イカを輪切りにする児童

子どもが見つけた地域の危険な場所を説明

川あそびを楽しむ参加者

カードに書かれた出来事の対応を考える参加者たち

　８月24日㈯、山陰浜田港お魚料理教室（親子料理教室）が総
合福祉センターで行われ、５組10人が参加しました。
　これは、浜田漁港で水揚げされる魚を知ってもらい、親子で
魚料理に親しんでもらおうと、浜田市水産業振興協会が初めて
開催したものです。参加した親子は、管理栄養士の長野操子さ
んに魚のさばき方から調理方法を教えてもらい、イカのシー
フードカレーとアジフライを作りました。
　参加者の中には、魚が苦手な児童もいましたが、「おいしく食
べることができた」とうれしそうに話していました。

　８月24日㈯、「浜田川で舟あそび」が市役所本庁周辺で行われ
ました。これは、浜田開府400年を記念して、浜田川で舟あそび
実行委員会が企画し、今年初めて開催されたものです。浜田川
では、カヌーあそびやサーフボードに４～８人で乗ってタイム
を競うメガサップレースが行われ、水上ステージでは、浜田Ｐ
Ｒ大使の池端克章さんのライブなどがありました。
　また、周辺の商店街では、ＢＵＹ浜田昼市やランバイクのレー
スなどが行われ、多くの来場者でにぎわいました。参加者は、
「夏に水辺で、涼しく楽しめて良かった」と話していました。

　８月22日㈭・23日㈮、波佐公民館で「夏休みに公民館で体験
しよう！学ぼう」が行われ、波佐小児童11人と公民館、地域の
人23人が参加しました。これは、地域の子どもに物づくり体験
や、地域を歩き危険な所を知ることで災害時に対応できるよう
学習することを目的に、波佐公民館が企画しました。
　地域を歩く活動では、３班に分かれて、子どもが気づいた危
険な場所を地図に記入しました。発表会では、完成した地図を
説明し、参加者全員が危険な場所を共有できる機会となりまし
た。地図は、現在小学校と公民館で掲示しています。

　８月22日㈭、おでかけ会でＨ
ハ グ

ＵＧゲーム（避難所運営ゲーム）
と市の職員による防災に関する講話が弥栄会館で行われました。
　これは、災害時に避難所へ避難し、自分が避難所を運営する
立場になった時に、避難所で起こり得る様々な出来事にどう対
応していくかをみんなで考え、学ぶために企画されたものです。
　ゲームでは、避難行動要支援者に配慮した部屋割りを考えた
り、仮設トイレの配置やペットを連れてきた場合など、いろん
な出来事に即座に対応していきました。参加者は、短い時間で
判断することの難しさを感じていました。

♥Town Topics

浜田の魚をおいしく食べよう
～　山陰浜田港お魚料理教室　～

はまだ

地域の防災マップを作る
～　夏休みに公民館で体験しよう！学ぼう　～

かなぎ

浜田川であそぼう
～　浜田川で舟あそび　～

はまだ

ＨＵＧゲームで防災について学ぶ
～　おでかけ会　～

やさか
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川遊びを楽しむ子どもたち

無人島を満喫する子どもたち

泳いだり、潜ったり、川遊びに夢中

ゴミについて質問をする児童

　８月１日㈭、あさひわんぱくＤａｙキャンプが都川公民館周
辺で行われ、小学生52人とボランティアの中学生７人が参加し
ました。これは、キャンプを通じて自然を体験し、グループで
の協力精神を学び、地域の人との交流を楽しんでもらおうと、旭
自治区公民館連絡協議会などが毎年開催しているものです。　
　ボランティアの協力のもと、グループの目標を決め、川遊び
や鮎のつかみどり、そうめん流し、飯ごう炊さんなどに挑戦・
体験しました。夕食後には、地区の11軒の民家に分かれ、もら
い湯を体験するなど、夏の思い出をつくりました。

　７月30日㈫、川遊びが道猿坊公園で行われました。これは、弥
栄町の児童たちに自然の中で遊んでもらおうと浜田市社会福祉
協議会弥栄支部、高齢者クラブ、安城・杵束の両公民館、やさ
か地区児童クラブが企画したもので、54人が参加しました。
　公園付近の三隅川の浅瀬では、ライフジャケットを着用して
泳いだり、潜って川底の様子を探ったり、水中の生き物を観察
したりして楽しみました。昼食作りでは、公園内のバーベキュー
場で火おこしや飯ごう炊はんに挑戦しました。児童たちは自然
を満喫し、笑顔で溢れていました。

　７月27日㈯、 瀬戸ケ島町の馬島で、親子自然体験を行いまし
た。これは、雲城公民館運営委員が親子で自然を体験してもら
おうと企画したもので、24人が参加しました。
　馬島は、昭和40年頃まで島の持ち主が住んでいましたが、現
在は無人島になっています。この日は、親子で島の探検、火お
こし、飯ごう炊さん、海遊び、釣りなどをして無人島を満喫し
ました。
　参加した子どもたちは「初めて海に飛び込みました。また来
年もやりたいです」などと話していました。

　７月26日㈮、「目指そう！キレイなゴミ出し」と題した学習会
が今市公民館で開催され、児童13人と保護者が参加しました。
　これは、日常生活の中でキレイなゴミ出しやゴミの減量を親
子で学習してもらおうと、今市公民館が公民館ふるまい推進事
業として企画したものです。毎日の暮らしの中から出るゴミを
捨てるのではなく、ゴミを出さない工夫をすることを学び、野
菜や果物の皮から作ったジュースの試飲も体験しました。また、
ゴミ箱作りやエコクリーンセンターのゴミ処分の工程について
の見学も行い、ゴミについて学ぶ良い機会になりました。

演奏に合わせてみんなで体操

紙かざりを作成中の児童

ロープを使った救助訓練を体験中

獲物を釣り上げた参加者

　８月17日㈯、夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会が浜田市
陸上競技場のほか、金城、弥栄の会場で行われ約970人が参加し
ました。これは、７月２０日から８月３１日までの間、全国各地の
会場で体操する様子をラジオで生放送されているもので、浜田
開府400年を記念して行われたものです。
　多胡肇さんの体操指導のもと、ピアノの生演奏に合わせて、体
を動かしてさわやかな汗を流しました。
　参加者は、「約40年前に参加して、今回も参加できて良かった。
健康維持の為に職場でも広めたい」と話していました。

　８月９日㈮、夏休み子ども防災フェスタが三隅公民館で行わ
れ、２５人が参加しました。この取組は、体験をとおして子ども
たちの防災意識の向上を図ることを目的に、三隅地区まちづく
り推進協議会が企画したもので、３回目を迎えました。
　参加者は、ロープを使った救助訓練やホースを使った消火訓
練のほか、炊き出し訓練を行いました。その後、御部ダムに行
き、担当者からダムの役割や管理所内の機器の説明を受けまし
た。参加した児童は、「今日学んだことを家族に話し、災害対策
をしておきたい」と話していました。

　８月４日㈰、いっちょやってみん祭が西田製紙所で行われ、市
内外から約180人が参加しました。これは、石州和紙の魅力を身
近に感じてもらおうと、若手女性職人や和紙に興味のある女性
たちで構成されたグループ「t

テ ネ ル

ennel」が企画したものです。
　参加者は、三隅町内の和紙の４事業者が提供する紙漉きや付
け染め体験のほか、ボールペン版画、自分だけのお香作りなど
様々なワークショップを楽しみました。
　参加した児童は、「紙を漉くことや、紙かざりを作るときの二
度がけが難しかった」と話していました。

　８月４日㈰、キス釣り大会が白砂地区で行われました。これ
は、地元の海の素晴らしさを多くの人に知ってもらおうと、ゆ
うひパーク三隅が企画したものです。
　当日は、天候に恵まれた絶好の釣り日和で、参加者は吉浦海
岸や折居海岸などでキス釣りを行い、大きさで勝負する大物賞
と量を競う大漁賞の２つの部門で優勝を目指しました。
　終了時間になり、各々が釣った魚を持ち寄り計量しました。大
物賞の優勝者は、「釣ったキスは、てんぷらにして食べます」と
うれしそうに話していました。

♥Town Topics

キャンプで思い出づくり
～　あさひわんぱくＤａｙキャンプ　～

あさひ

無人島へ渡ったどー！
～　親子自然体験　～

かなぎ

ふるさとの自然を体験
～　川遊び　～

やさか

ゴミを出さない工夫を
～　公民館ふるまい推進事業　～

あさひ

みんな元気に、いち、に、さん
～　夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会　～

はまだ

石州和紙の魅力を世界に発信
～　いっちょやってみん祭　～

みすみ

防災について考えてみよう
～　夏休み子ども防災フェスタ　～

みすみ

白砂で海を満喫
～　キス釣り大会　～

みすみ
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う

　
11
月
１
日
㈮
か
ら
21
日
㈭
ま
で
の

21
日
間
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
を
み
る

と
、
そ
の
多
く
が
高
齢
者
が
犠
牲
と

な
っ
て
い
る
事
故
で
す
。

　
浜
田
市
内
に
お
い
て
も
、
高
齢
者

が
犠
牲
と
な
る
交
通
死
亡
事
故
件
数

が
過
半
数
を
超
え
る
状
況
が
、
こ
こ

数
年
続
い
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
市
民
が
、
高
齢
者
の
身
体

機
能
や
運
転
特
性
に
関
す
る
認
識
と

理
解
を
深
め
、
高
齢
者
に
対
す
る
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
な
ど
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
者
自
身
も

身
体
機
能
の
変
化
を
認
識
し
た
安
全

運
転
や
安
全
行
動
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
こ
と
で
交
通
事
故
防
止
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

運
動
重
点

①
反
射
材
着
用
の
推
進

②
道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
の
徹
底

③
横
断
歩
行
者
の
保
護
と
早
め
の
ラ

イ
ト
点
灯

④
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
こ
の
時
期
は
、日
没
が
早
ま
り
、交

通
事
故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

益
々
の
安
全
運
転
・
安
全
行
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

生
活
・
環
境

10
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に

つ
い
て
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
を
推
進

す
る
た
め
、
毎
年
10
月
に
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、
10
月

７
日
㈪
か
ら
13
日
㈰
ま
で
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
な
ど
へ

の
意
見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
の
た
め
の
助
言
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

※　
行
政
相
談
の
日
時
・
場
所
は
、

「
広
報
は
ま
だ
」
附
属
の
「
は
ま

だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
島
根
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
行
政
監
視
行
政
相
談
課

　
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０ 

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

井
戸
水
を
検
査
し
ま
し
ょ
う

　
安
心
し
て
井
戸
水
を
飲
む
た
め
に

井
戸
の
適
正
管
理
に
心
が
け
、
水
質

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

井
戸
は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

　
井
戸
な
ど
の
水
源
や
そ
の
周
辺
を

定
期
的
に
点
検
・
清
掃
し
、
常
に
清

潔
に
保
つ
よ
う
心
が
け
、
汚
水
や
動

物
の
排
泄
物
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

毎
日
の
検
査

　
色
・
濁
り
・
臭
い
・
味
に
つ
い
て
、

異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

飲
用
に
関
す
る
こ
と
の
確
認

本
人
通
知
制
度
に
登
録
し
ま

せ
ん
か

本
人
通
知
制
度
と
は

　
不
正
請
求
な
ど
の
個
人
の
権
利
侵

害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
制
度
で
す
。
事
前
に
登
録
す

る
こ
と
で
、
登
録
者
の
住
民
票
な
ど

の
証
明
書
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
、
そ
の
交
付
の

事
実
を
郵
送
に
よ
り
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

※　
第
三
者
と
は
、
自
己
の
権
利
を

行
使
す
る
人
（
債
権
者
、
相
続
人

な
ど
）、
弁
護
士・司
法
書
士
な
ど

の
特
定
事
務
受
任
者
の
こ
と
で
す
。

登
録
で
き
る
人

・
浜
田
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

（
い
た
）
人

・
浜
田
市
に
本
籍
の
あ
る
（
あ
っ

た
）
人

対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票
（
除
票
含
む
）
の
写
し

・
戸
籍
の
附
票
（
除
籍
含
む
）

・
戸
籍
謄
抄
本
（
除
籍
含
む
）
な
ど

通
知
内
容

①
交
付
年
月
日

②
交
付
証
明
書
の
種
別
と
通
数

③
交
付
請
求
者
の
区
分（
代
理
人
、第

三
者
な
ど
）

登
録
方
法

　
登
録
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※　
市
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※　
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
直
接

提
出
す
る
場
合
は
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
、
公
的
機
関
が
発
行
し
た

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な

い
人
は
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳

な
ど
２
点
で
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

郵
送
の
場
合
は
、
写
し
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

※　
登
録
申
出
書
は
、
総
合
窓
口
課

及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

登
録
受
付
先

・
総
合
窓
口
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

　
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任

命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公

証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
、
特
別

な
効
力
が
あ
り
、
法
的
安
心
・
安
全

の
仕
組
み
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

　
電
気
設
備
定
期
点
検
に
伴
う
庁
舎

停
電
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
し

て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
の
証

明
書
発
行
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時　

　
10
月
19
日
㈯

　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
１１
時

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
公
証
週
間
」
で
す

10月側溝消毒予定表
日 曜 場所
1 火 松原町４・５・７・８、 殿町１・６～８
2 水 殿町１～５、 田町２～５
3 木 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
７ 月 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
８ 火 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
９ 水 蛭子町、栄町、片庭町
10 木 港町１～４
15 火 京町、高田町、清水町、真光町
16 水 原町、瀬戸見町、元浜町
17 木 原井町
21 月 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
23 水 長沢町１
24 木 長沢町２～５・７・８
28 月 生湯町１～４
29 火 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
30 水 浅井町４～６
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施す

ることがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

産

業

地
域
活
性
化

大
学
な
ど
と
の
交
流
活
動
を

支
援
し
ま
す

　
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
の
教
員

又
は
学
生
で
構
成
さ
れ
た
団
体
及
び

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う
次
の

事
業
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業　
島
根
県
立
大
学
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
、

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
、

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学

校
、
浜
田
准
看
護
学
校
の
教
員
又

は
学
生
と
市
内
に
所
在
す
る
団
体

と
が
企
画
や
運
営
段
階
か
ら
共
同

で
行
う
交
流
・
文
化
事
業

補
助
金
額　

事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
代
を
除
く
）
の
４
分
の
３

以
内
の
額
で
、
１
事
業
あ
た
り
５

万
円
（
千
円
未
満
切
捨
て
）
を
限

度
と
し
ま
す
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

交
通
学
校
支
援
係

　
☎
�
９
２
０
１

建
退
共
制
度
を
ご
存
知
で
す

か
　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
事
業
主　
建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業
の
現

場
で
働
く
人

掛
金　
日
額
３
１
０
円

特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

※　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建

退
共
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
建
退
共
島
根
支
部

　
☎
０
８
５
２
�
９
０
０
４

　
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
水
質
検

査
を
受
け
、
飲
用
に
適
し
て
い
る
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
方
法　
島
根
県
環
境
保
健
公
社

浜
田
支
所
で
、
専
用
容
器
と
滅
菌

ビ
ン
・
水
質
検
査
依
頼
書
を
受
け

取
り
、
井
戸
水
を
採
水
後
保
冷
し
、

採
取
し
た
当
日
中
に
依
頼
書
を
添

え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
料　
１
２
０
０
０
円
（
税
抜
）

異
常
を
認
め
た
と
き
は

○
飲
用
し
て
い
る
水
に
異
常
を
認
め

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め

て
、
水
を
飲
ま
な
い
よ
う
利
用
者

な
ど
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
原
因
を
調
査
し
、
原
因
を
取
り
除

い
た
後
は
、
水
質
検
査
を
実
施
し

て
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

・
島
根
県
環
境
保
健
公
社
浜
田
支
所

　
☎
�
７
４
４
２

旭
町
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
１
０
０
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
す

　
11
月
か
ら
旭
町
に
て
石
見
ケ
ー
ブ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
１
０
０
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
速
回
線
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
充
実
し
、
よ

り
快
適
に
な
り
ま
す
。
１
０
０
Ｍ

サ
ー
ビ
ス
は
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
に
限
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
説
明

し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
弥
栄
町
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
２
年
秋
サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定
で

す
。

問
合
せ　
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

☎
�
４
８
８
３

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間　

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

休
日
相
談

日
時　
10
月
６
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　
浜
田
公
証
役
場

　
☎
�
７
２
８
１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

宝
く
じ
の
お
買
い
求
め
は

島
根
県
内
で
お
願
い
し
ま
す

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
宝
く
じ
の
お
買
い

求
め
は
お
近
く
の
宝
く
じ
売
場
も
し

く
は
、
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
で
お
願

い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
億
円

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

発
売
期
間　
10
月
18
日
㈮
ま
で

問
合
せ　
島
根
県
市
町
村
振
興
協
会

　
☎
０
８
５
２
�
４
３
０
１

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
を
ご
存
知
で
す
か

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共

制
度
に
加
入
し
て
い
た
人
で
、
退
職

金
請
求
手
続
を
し
た
心
当
た
り
の
な

い
人
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ

て
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
寄
り
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
９

令
和
２
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

や
集
会
施
設
の
整
備
、
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し

て
助
成
を
行
い
ま
す
。

募
集
事
業

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

税
務
・
納
税

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

浜
田
税
務
署
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付

市
税
の
電
子
申
告
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い

　
「
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
は
、
全
国
の
地
方

公
共
団
体
が
共
同
で
運
営
す
る
地
方

税
の
総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
と
、
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
や
法
人
市
民

税
の
申
告
な
ど
、
地
方
税
に
関
す
る

手
続
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
手
続
や
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.eltax.lta.go.jp

利
用
時
間　

・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土・日・

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
０
時
（
土
・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ

・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク　

　
☎
０
５
７
０-

０
８
１
４
５
９

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　
☎
０
３-

５
５
２
１-

０
０
１
９

　
住
宅
の
改
修
を
行
う
と
、
そ
の
住

宅
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
改
修
工
事
完
了
後
３
か
月

以
内
に
市
役
所
資
産
税
課
へ
申
告
が

必
要
で
す
。

耐
震
改
修
の
場
合

減
額
内
容　
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
（
通
行
障
害
既
存
耐
震

不
適
格
家
屋
で
あ
っ
た
場
合
は
２

年
間
）
に
つ
い
て
、
改
修
さ
れ
た

住
宅
に
該
当
す
る
固
定
資
産
税
の

２
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※　
１
２
０
㎡
相
当
分
を
限
度
と
し

ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
場
合

減
額
内
容　
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
に
つ
い
て
、
改
修
さ
れ

た
住
宅
に
該
当
す
る
固
定
資
産
税

の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※　
１
０
０
㎡
相
当
分
を
限
度
と
し

ま
す
。

新
増
築
家
屋
の
調
査

調
査
内
容　
家
屋
の
部
材
の
種
類
や

設
備
、
そ
れ
ら
の
使
用
面
積
や
数

量
の
確
認

※　
調
査
す
る
家
屋
は
、
住
宅
の
ほ

か
車
庫
、
物
置
な
ど
も
含
み
ま
す
。

調
査
時
間　
お
お
む
ね
１
時
間

※　
家
屋
の
平
面
図
や
仕
上
表
と
認

印
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
調
査
の
際
に
、
固
定
資
産
税
の

特
例
や
軽
減
措
置
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
市
内
に
家
屋
を
新
築
（
又
は
増

築
）
し
て
お
り
、
今
年
中
に
完
成

予
定
で
す
。
完
成
後
、
ど
の
よ
う

な
手
続
が
必
要
で
す
か
。

Ａ　
来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
現
地
に
お
伺
い

し
て
家
屋
調
査
と
説
明
を
し
ま
す

の
で
、
都
合
の
良
い
日
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
現
在
、
市
内
に
あ
る
家
屋
を
解

住
宅
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
減
額
の
お
知
ら
せ
で
す

家
屋
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

省
エ
ネ
改
修
の
場
合

減
額
内
容　
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
に
つ
い
て
、
改
修
さ
れ

た
住
宅
に
該
当
す
る
固
定
資
産
税

の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※　
１
２
０
㎡
相
当
分
を
限
度
と
し

ま
す
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係・家
屋
係

　
☎
�
９
２
３
３

体
す
る
予
定
で
す
。
解
体
後
、
ど

の
よ
う
な
手
続
が
必
要
で
す
か
。

Ａ　
資
産
税
課
又
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
へ
解
体
届
を
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係・家
屋
係

　
☎
�
９
２
３
３

子

育

て

休
日
保
育
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い

　
日
曜
日
及
び
祝
日
の
保
育
が
必
要

な
児
童
に
対
し
、
休
日
保
育
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
又
は
、
市
内
の
保

育
所
（
園
）
に
入
所
し
て
い
る
就

学
前
の
児
童
で
保
護
者
の
就
労
形

態
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
の

た
め
、
日
曜
日
及
び
祝
日
の
保
育

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
児
童
（
日

曜
日
及
び
祝
日
に
お
い
て
、
通
常

の
保
育
所
入
所
の
要
件
に
該
当
す

る
児
童
）

実
施
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

実
施
日　
日
曜
日
及
び
祝
日
（
年
末

年
始
を
除
く
）

保
育
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分

申
込
方
法　
事
前
に
休
日
保
育
登
録

が
必
要
で
す
。
子
育
て
支
援
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
申
請
書

に
押
印
と
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
休
日
保
育
の
有
効
期
間
は
年
度

末
（
３
月
31
日
）
ま
で
と
な
り
ま

す
。
利
用
の
年
度
ご
と
に
登
録
が

必
要
で
す
。

利
用
方
法　
利
用
希
望
日
の
５
日
前

ま
で
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
施
設
の
受
入
人
数
や
児
童
の
年

齢
の
状
況
に
よ
り
、
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　
昼
食
の
弁
当
、
布
団
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料　
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
を

基
に
利
用
料
を
決
定
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
児
童

　
３
歳
未
満
児　

２
４
０
０
円

　
３
歳
以
上
児　

２
２
０
０
円

市
外
在
住
の
児
童

　
３
歳
未
満
児　
３
２
０
０
円

　
３
歳
以
上
児　
３
０
０
０
円

※　
利
用
料
は
日
額
で
お
や
つ
代
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
�
９
３
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
と
は
、「
子

育
て
を
少
し
だ
け
助
け
て
ほ
し
い
」

「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
た
い
」
と

い
う
人
た
ち
が
会
員
と
な
り
、
一
時

的
な
子
ど
も
の
お
世
話
を
有
料
で
行

う
援
助
活
動
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
セ

ン
タ
ー
は
会
員
同
士
の
仲
介
を
し
ま

す
。
入
会
金
、
会
費
は
無
料
で
す
。

※　
セ
ン
タ
ー
が
補
償
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
援
助

活
動
が
で
き
ま
す
。

※　
複
数
の
子
ど
も
を
預
け
る
場
合

は
、
２
人
目
か
ら
半
額
で
す
。

手
助
け
が
で
き
る
（
ま
か
せ
て
会

員
）
大
募
集　

　
空
い
て
い
る
時
間
に
援
助
活
動
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
核
家
族
化
が
進

み
近
所
に
子
ど
も
を
み
て
く
れ
る
人

が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
家
庭
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
少
し
だ
け
あ
な

た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ポ
ー
ト
内
容　
保
育
所
（
園
）、

幼
稚
園
の
送
迎
、
出
産
前
後
の
援

助
、
親
の
通
院
時
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
迎
え
と
預
か
り
な
ど

援
助
活
動
報
酬
額
（
子
ど
も
１
人
に

つ
き
30
分
あ
た
り
の
基
準
額
）

○
平
日
昼
間
（
午
前
７
時
～
午
後
７

時
）
３
０
０
円

○
夜
間
・
土
・
日
・
祝
日
病
児
・
病

後
児
預
か
り　
４
０
０
円　

受
付
時
間　
月
～
土
曜
日　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー　
☎
�
８
９
１
２

病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ
び
く

ん
の
お
へ
や
」
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い

　
病
気
や
け
が
の
回
復
期
に
あ
っ
て

集
団
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
を
、
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り

育
児
が
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ
り
、

看
護
師
な
ど
が
子
ど
も
の
状
況
や
発

達
に
合
わ
せ
た
看
護
・
保
育
を
行
う

「
病
後
児
保
育
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
場
所　
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ

び
く
ん
の
お
へ
や
」
市
役
所
本
庁

舎
地
階

対
象
児
童　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

生
後
８
週
間
か
ら
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
子
ど
も

※　
市
外
在
住
で
も
、
子
ど
も
が
市

内
の
保
育
所
（
園
）・
小
学
校
に

通
所
・
通
学
し
て
い
る
場
合
は
使

用
で
き
ま
す
。

定
員　
３
人

使
用
で
き
る
日
時　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
６
時

休
室
日　
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・

年
末
年
始

使
用
料　
日
額　

２
０
０
０
円

※　
生
活
保
護
世
帯
又
は
当
年
度
分

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
、
当

年
度
市
民
税
課
税
で
所
得
割
課
税

額
が
４
８
６
０
０
円
未
満
の
世
帯

は
１
０
０
０
円
と
な
る
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※　
４
月
か
ら
８
月
以
前
は
前
年
度

分
市
民
税
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

　
お
弁
当
、
お
や
つ
、
着
替
え
な
ど

※　

詳
し
く
は
、
病
後
児
保
育
室

「
び
ぃ
び
く
ん
の
お
へ
や
」
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
ま
で
の
手
続　

　
使
用
す
る
に
は
、
年
度
ご
と
に
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
子
育
て

支
援
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
登
録
申
込
書
は
、
市
内
各
保
育

所
（
園
）・
市
内
各
小
児
科
医
院
・

子
育
て
支
援
課
及
び
各
支
所
市
民

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

登
録
料　
無
料

使
用
方
法

⑴
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ
び
く
ん
の

お
へ
や
」
へ
電
話
で
使
用
予
約
を

す
る
。

⑵
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
診
療
情
報

提
供
書
を
書
い
て
も
ら
う
（
有

料
）。

⑶
使
用
許
可
申
請
書
と
診
療
情
報
提

供
書
を
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ
び

く
ん
の
お
へ
や
」
に
提
出
し
、
病

後
児
保
育
を
使
用
す
る
。

使
用
予
約
時
間

・
前
日
の
午
前
８
時
15
分
～
午
後
６
時

登
録
に
関
す
る
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
�
９
３
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

予
約
・
使
用
に
関
す
る
問
合
せ

　
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ
び
く
ん
の

お
へ
や
」　
☎
�
９
３
３
９

を
終
了
し
ま
す
。

対
象
者　
事
業
者

定
員　
各
回
20
人

日
時

　
10
月
９
日
㈬　
午
前
11
時
～
正
午

　
10
月
23
日
㈬　
午
後
３
時
～
４
時

　
11
月
20
日
㈬　
午
前
11
時
～
正
午

　
11
月
27
日
㈬　
午
後
３
時
～
４
時

　
12
月
18
日
㈬　
午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

場
所　
浜
田
税
務
署
２
階
会
議
室

※　
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
税
務
署
総
務
課

　
☎
�
０
３
６
１　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

③
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

④
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

・
共
生
の
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

・
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

申
請
締
切
日　
10
月
15
日
㈫
必
着

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係　
☎
�
９
２
０
１ 
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場及び市役所１階健康医療対策課・各支

所市民福祉課・各公民館にあります。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成

31年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよ
うな服装で受診してください。

※　同じ年度内に肺がん検診を受けている人は、
結核レントゲン検診を受けられません。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎�９３１１　　　
　　　　各支所市民福祉課

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性

実施期間

江木医院
令和２年２月29日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
令和２年２月28日㈮まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 ９：00～　9：30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

三
隅10月24日㈭

　9：00～ 9：15 みのり会館
10：15～10：30 黒沢公民館
11：00～11：30 市役所三隅支所
13：30～13：45 岡見公民館
14：15～14：30 三保公民館
14：45～15：00 海石集会所
15：15～15：30 白砂公民館

健
康
・
福
祉

                                            【　浜　田　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場
25
日
㈮

10：00～10：10 大麻公民館
25
日
㈮

13：00～13：15 周布公民館

30
日
㈬

13：30～13：40 桜ヶ丘警察官宿舎横
10：30～10：40 陽光台集会所 13：25～13：35 日脚児童館 13：55～14：05 ホワイト急便神在坂店前
11：00～11：10 門田地区公民館 13：45～13：55 長浜商港会館 14：15～14：25 長沢２町内児童館
11：30～11：40 JFしまね浜田支所津摩出張所 14：05～14：15 長浜公民館 14：35～14：50 二反田団地集会所

14：25～14：35 柴田畳店前 15：00～15：15 生湯町４町内会集会所
15：25～15：35 生湯町３町内公民館
15：45～15：55 めさまし食堂看板前

10月結核レントゲン検診の日程

　　　　　　　　　　　　　　　【　旭　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

29
日
㈫

9:00～ 9:10 本郷生活改善センター 29
日
㈫

13:00～13:10 東都川集会所

30
日
㈬

9:00～ 9:10 丸原寺廻り集会所
9:25～ 9:35 戸川生活改善センター 13:20～13:30 都川高齢者活動促進センター 9:20～　9:30 丸原センター
9:50～10:00 岩畳生活改善センター 13：40～13:50 西都川集会所 9:45～　9:55 しろつの生活センター

10:15～10:30 越木多目的集会所 14：10～14:20 坂本構造改善センター前 10:10～10:20 木田生活改善センター
10:50～11:00 来尾集会所 10:40～10:50 重富生活改善センター
11:20～11:40 早水生活改善センター 11:05～11:15 和田生活改善センター

11:30～11:50 旭保健センター

１０
月
は
里
親
月
間
で
す

あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
様
々
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
家
庭

的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
「
里
親
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※　
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い

※　
自
分
で
も
里
親
に
な
れ
る
の
か

知
り
た
い

※　
興
味
は
あ
る
け
ど
あ
と
一
歩
踏

み
出
せ
な
い
な
ど

　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

近
く
の
児
童
相
談
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
児
童
相
談
所　

　
☎
�
３
５
６
０

地産地消のレシピを紹介しています♪
　クックパッド（※１）公式キッチン「浜田市びぃ
びくん食堂」では、今年度のテーマを、地産地消、
旬の食材の活用、食品ロスの軽減を目指したレシピ
とし、「食」を通じた浜田市の魅力発信や、浜田の
特産品の紹介をしています。

「浜田市びぃびくん食堂」で紹介してほしいレシ
ピも募集していますので、ご自慢のレシピ、ＰＲし
たいレシピなどありましたらお問い合わせください。
フォロー、つくれぽ（※２）もお待ちしています。

これまでの実績（８月末時点）
　開設　平成30年６月　　総アクセス数　８万件
　掲載レシピ　41件　　　つくれぽ　43件　　　
レシピの閲覧数ＴＯＰ３
　１位「厚揚げと豆苗のさっぱりサラダ」
　２位「野菜たっぷり！具だくさんみそ汁」
　３位「ゴーヤとツナの和え物」

※１　クックパッドとは、インターネット上で料理
レシピの投稿や検索ができる日本最大の料理レシ
ピサイトです。

※２　つくれぽとは、クックパッドに掲載されてい
るレシピを利用者が実際に作り、その感想を写真
付きで投稿できる機能のことです。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎�９３１１

干しカレイのマリネ

アジの開きを使ったパスタ

アジぎょうざ

浜田の特産品「どんちっち」を
使ったレシピも掲載中♪

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
令和２年２月28日㈮まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
浜
田10月３日㈭  9：00～11：30 浜田保健所13：00～15：00
浜
田10月21日㈪ 9：00～11：30 浜田公民館
旭 13：30～15：30 旭保健センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

旭 10月１日㈫ 8：00～11：00 旭保健センター
浜
田 13:15～13:30 石見公民館長見分館
金
城10月２日㈬ ８：３0～ 9：３０ みどりかいかん
三
隅 13：00～14：00 三隅保健センター
浜
田

１０月16日㈬
８：０0～ 9：００ 周布公民館

三
隅 10:45～11:00 下室谷集会所
浜
田 13:00～13:30 大麻公民館
浜
田 １０月17日㈭ 8：30～10：00 浜田合同庁舎

13：30～14：00 田橋児童館
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。

受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程
度の飲水は可能です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

10月各種がん検診の日程
　がん検診を受けるにあたり、広報はまだ５月号
（P30）の注意事項を参考にしてください。浜田市
に住民票がある人は、市が実施する各種がん検診を、
無料で受診することができます。がん検診受診の際
は、本人確認ができるもの（健康保険証・運転免許
証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診する場合は、２

回目以降全額負担となります。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎�９３１１食 育 コラムコラム
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
関
す
る
お
知
ら
せ
で
す

実施医療機関一覧表　　　◎は、事前に予約が必要です。

医療機関名 住所 電話番号 インフルエンザ
高齢者 幼児など

池田ひ尿器科皮ふ科医院 朝日町 �５３５３ ◎
江木医院 片庭町 �１１８１ ◎
大石内科医院（注１） 黒川町 �０３１３ ○
大橋整形外科医院 長沢町 �２１５０ ◎
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ ◎
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ ○ ○
沖田医院 殿町 �１５５５ ◎
笠田医院（注２） 牛市町 �１６２１ ○ ◎
北村内科クリニック 国分町 �２２５７ ○
小池医院 日脚町 �１０２０ ◎ ◎
さいとう小児科内科医院 朝日町 �０２２８ ◎ ◎
さかね内科 殿町 �２２３４ ○ ○
さわだこどもクリニック 国分町 �３７７７ ◎ ◎
島田病院 殿町 �２５１１ ◎
すみれ小児科 熱田町 �１００６ ◎
心療内科田中クリニック 長沢町 �１６５０ ◎ ◎
中村医院 片庭町 �１１８３ ◎
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ ○
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ◎ ◎
中村整形外科 殿町 �３３２５ ◎
西川病院（注１） 港町 �２３９０ ◎
西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００ ◎
能美クリニック 天満町 �３２３１ ◎
真鍋医院 国分町 �００３１ ○ ○
丸山内科クリニック 相生町 �１１１５ ○
三隅整形外科医院（注３） 治和町 �１５７７ ◎ ◎
都医院 治和町 �０１００ ○ ○
彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ◎ ◎
やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ◎ ◎
うのピアノクリニック 宇野町 ◎
山根病院（注４） 熱田町 �０６８８ ○ ○
金城沖田医院 金城町七条 �１８００ ○
酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ◎ ◎
寺井医院 三隅町三隅 �００３８ ○ ◎
中村医院 三隅町三隅 �００２１ ◎ ◎
野上医院 三隅町三隅 �００３１ ○ ○
山根病院三隅分院（注２） 三隅町岡見 �４３４３ ◎ ◎
浜田医療センター（注５） 浅井町 �０５０５ ◎
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ◎ ◎
国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ◎ ◎
国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ◎ ◎
国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ◎ ◎
びおら小児科 江津市 0855�5355 ◎
上田医院 邑南町 0855�0070 ○
※（注１）通院（入院）患者のみ対象です。
　（注２）３歳以上が対象です。
　（注３）小学生以上が対象です。
　（注４）11月１日から実施します。
　（注５）かかりつけ患者を優先します。

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

定
期
予
防
接
種

対
象

・
65
歳
以
上
の
市
民

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能

障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
相
当
の
人

持
っ
て
く
る
も
の　

保
険
証
（
住

所
・
生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す
る

も
の
）・
免
除
証
明
書
（
必
要
な

人
の
み
）・身
体
障
害
者
手
帳
（
必

要
な
人
の
み
）

実
施
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
令
和
２

年
１
月
31
日
㈮

※　

開
始
時
期
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
１
５
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

幼
児
な
ど
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

対
象　
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
31
年
１
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
市
民

※　
接
種
日
に
１
歳
以
上
が
対
象
者

と
な
り
ま
す
。

※　
対
象
者
に
は
、
お
知
ら
せ
と
助

成
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
令
和
２

年
１
月
31
日
㈮

助
成
額　
１
回　
１
０
０
０
円

※　
１
人
最
大
２
回
分
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
係　
☎
�
９
３
３
１

接
種
を
希
望
す
る
人
へ

　
予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な
ど

※　
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
、
通

院
や
入
院
患
者
を
優
先
す
る
医
療

機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
接
種
す
る

か
ど
う
か
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
完
全

に
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
重
症
化
の
防
止
に
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

　
注
射
し
た
部
分
が
腫
れ
る
、
熱
が

出
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ
に
重
篤

な
症
状
（
脳
脊
髄
炎
な
ど
）
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

接
種
実
施
医
療
機
関

　
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進

月
間
・
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

　
移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者
さ

ん
だ
け
で
な
く
、
第
三
者
か
ら
の
善

意
に
よ
る
提
供
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

　
「
提
供
し
た
い
」「
提
供
し
た
く
な

い
」
ど
ち
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
平
等

で
大
切
な
意
思
で
す
。

　
大
切
な
意
思
を
表
示
し
、
ご
家
族

で
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

　
☎
０
８
５
３
�
２
５
５
６

保
険
・
医
療

年

金

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

を
受
け
ま
し
ょ
う

　
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
原

因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を
い

ち
早
く
発
見
す
る
た
め
の
大
切
な
健

診
で
す
。
１
年
に
１
度
、
特
定
健
診

を
受
け
て
、
自
身
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
特
定
健
診

の
結
果
に
よ
り
生
活
改
善
が
必
要
な

人
は
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

対
象
者　
今
年
度
40
歳
に
な
る
人
か

ら
74
歳
ま
で
の
浜
田
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者

※　
社
会
保
険
加
入
者
は
保
険
証
を

発
行
し
て
い
る
保
険
者
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
75
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
で
健
康
診
査
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

実
施
期
間　
11
月
30
日
㈯
ま
で

自
己
負
担
金　
無
料

受
診
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

※　
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で
保
険
年

金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

検
査
項
目

基
本
項
目
（
全
員
に
実
施
）

　
問
診
、
身
体
計
測
、
診
察
、
血
圧

測
定
、肝
機
能
検
査
、脂
質
検
査
、血

糖
検
査
、
尿
検
査
、
貧
血
検
査
、
心

電
図
検
査
、
尿
酸
検
査
、
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
検
査

詳
細
項
目

（
医
師
の
判
断
に
よ
り
実
施
）

　
眼
底
検
査

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係

　
☎
�
９
４
１
０

10
月
１
日
か
ら
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度
が
は
じ
ま

り
ま
す

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
所
得
額
が
一

定
基
準
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
取
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
は
、
日
本

年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施

し
ま
す
。

対
象
者　
全
て
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

①
65
歳
以
上
で
あ
る
。

②
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
。

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る
。

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人

①
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
で
あ
る
。

請
求
手
続

　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
請
求
手
続

の
案
内
を
９
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付

し
て
い
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を

記
入
し
日
本
年
金
機
構
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

【
☎
０
５
７
０
�
４
０
９
２
】

・
月
曜
日　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
火
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

問
合
せ　
日
本
年
金
機
構
（
給
付
金

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）　

　
☎
０
５
７
０
�
４
０
９
２

交
通
事
故
な
ど
で
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
に

は
届
出
が
必
要
で
す

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
人
は
、

交
通
事
故
や
傷
害
な
ど
の
第
三
者
に

よ
る
不
法
行
為
が
原
因
で
状
態
が
悪

化
し
た
場
合
で
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
か
か
っ
た
費
用
は
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
の
で
、

そ
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か

か
る
保
険
給
付
分
に
つ
い
て
は
浜
田

地
区
広
域
行
政
組
合
が
一
時
的
に
立

て
替
え
た
後
、
加
害
者
に
請
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
保

険
給
付
が
、
交
通
事
故
や
傷
害
な
ど

の
第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
を
原
因

と
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
介
護
保
険
の
第

１
号
被
保
険
者
が
、
交
通
事
故
や
傷

害
な
ど
の
第
三
者
行
為
が
原
因
で
要

介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
や
状
態
が

悪
化
し
た
場
合
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
に
は
届
出
が
必
要

で
す
。
該
当
が
あ
る
場
合
に
は
、
浜

田
地
区
広
域
行
政
組
合
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０

人

権

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
育
ん

で
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
な
ど
に
お
い
て

人
権
・
同
和
教
育
研
修
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
催
す
る
人
権
・
同
和
教

育
研
修
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
し
て
い
る
、
お
お
む
ね
10
人

以
上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会
や
事

業
所
、
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

開
催
会
場　
市
内
に
限
り
ま
す
。

※　
会
場
の
手
配
は
、
主
催
者
側
で

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

※　
土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
な
ど
に

開
催
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

研
修
内
容　
研
修
を
開
催
す
る
皆
さ

ん
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。
人

権
一
般
を
は
じ
め
具
体
的
な
人
権

課
題
に
即
し
、
親
し
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
テ
ー
マ
や
方
法
で
行

い
ま
す
。

講
師　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事

講
師
派
遣
経
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど
を
調
整

後
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ　

　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー　

　
☎
�
９
１
６
０
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

伝 言 板
まちかど

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
実
践
科

入
校
検
定
日　
10
月
30
日
㈬

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

定
員　
15
人

受
講
料　
２
１
０
０
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

選
抜
方
法　
面
接
及
び
筆
記
試
験

訓
練
期
間　
11
月
12
日
㈫
～
令
和
２

年
３
月
11
日
㈬

訓
練
場
所

　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

申
込
み　
10
月
23
日
㈬
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

講座 日時 場所 定員 料金 締切日

クインの
ベトナム語講座

入
門

10月８日㈫～令和２年２月４日㈫の
火曜日　午後１時30分～３時（全10回）

浜田公民館 15人 3,000円 10月４日㈮
（テキスト代2,200円が必要な場合あり）

初
級

10月７日㈪～令和２年２月３日㈪の
月曜日　午後７時～８時30分（全10回）

浜田公民館 15人 3,000円 10月４日㈮
（テキスト代3,300円が必要な場合あり）

你好、于 清と
中国語を
勉強しませんか

昼10月17日㈭～令和２年１月９日㈭の
木曜日　午後１時30分～３時（全11回） 浜田公民館 15人 3,000円 10月15日㈫

夜10月17日㈭～令和２年１月９日㈭の
木曜日　午後７時～８時30分（全11回） 浜田公民館 15人 3,000円 10月15日㈫

韓国語講座
初
級

10月29日㈫～令和２年１月14日㈫の
火曜日　午後７時～８時30分（全10回） 浜田公民館 15人 3,000円 10月23日㈬

中
級

10月29日㈫～令和２年１月14日㈫の
火曜日　午後４時～５時30分（全10回） 浜田公民館 15人 3,000円 10月23日㈬

申込み　浜田国際交流協会へ　☎�１２４１　　　　　　　　　　　　　（各講座とも会員料金あり）

対
象　
40
歳
以
上

日
時

①
10
月
30
日
㈬

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

②
11
月
29
日
㈮

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

③
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

※　
で
き
る
だ
け
３
回
参
加
す
る
こ
と

場
所　
浜
田
公
民
館

内
容　
体
組
成
測
定
、
講
話
、
調
理

実
習
、
運
動
な
ど

料
金　
２
０
０
円（
調
理
実
習
材
料
費
）

申
込
み　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

試
験
の
種
類
と
受
験
資
格

　
甲
種
の
全
類　
法
令
の
定
め
に
よ

　
　
る
資
格
を
有
す
る
者

　
乙
種
の
全
類　
資
格
の
制
限
な
し

対
象　
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、

受
講
後
、
視
覚
障
が
い
者
が
利
用

す
る
デ
イ
ジ
ー
図
書
な
ど
の
編
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
人

日
時　
11
月
22
日
㈮
～
12
月
20
日
㈮

の
毎
週
金
曜
日
（
全
５
回
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
視
聴
覚
研
修
室

料
金　
無
料

申
込
み　
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
９
３
３
４

日
時　
12
月
15
日
㈰

場
所　
浜
田
市
・
松
江
市

料
金　
甲
種　
５
７
０
０
円

　
　
　
乙
種　
３
８
０
０
円

申
込
み　
10
月
11
日
㈮
～
25
日
㈮
に

申
込
書
で
、
又
は
10
月
８
日
㈫
午

前
９
時
～
22
日
㉁
午
後
５
時
に
電

子
申
請
で
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
島
根
県
支
部
へ　
☎
０
８
５

２
�
５
８
１
９（
書
面
）　
☎
０
５

７
０
�
１
０
０
０（
電
子
申
請
）

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
10
月
10
日
㈭

以
降
。

問
合
せ　

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

標
語

・
日
常
生
活
の
中
で
、
人
権
尊
重
を

呼
び
か
け
る
も
の

・
本
人
が
作
成
し
た
未
発
表
の
も
の

対
象　
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

応
募
方
法　
は
が
き
に
、
標
語
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
を
記
入
（
１
人
３
点
以
内
）

※　
は
が
き
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
作

品
の
著
作
権
は
浜
田
市
に
帰
属
し
、

啓
発
活
動
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

申
込
み　
10
月
31
日
㈭
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
は
が
き
を
人
権
同
和

教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
９
１
６
０

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

浜
田
土
建
㈱　
☎
�
１
４
１
７

ベトナムのゲームをする

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２
枠を結合して広告を掲載することもできます。

申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。料金など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

申込み・問合せ　柏村印刷㈱　☎�２０４０

広報はまだに掲載する
広告を募集しています 浜田市広報 Facebook

市長公室総合調整係が取材するイベント
情報や、広報媒体に関するお知らせなどを、
Facebookで発信しています。

「いいね！」をお願いします。

問合せ　市長公室総合調整係　☎�９１５１

教
室・講
座

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
教
室
・
語
学
教
室

糖
尿
病
予
防
教
室

資
格・試
験

消
防
設
備
士
試
験

デ
イ
ジ
ー
編
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

人
権
尊
重
標
語
募
集 ドアン　トゥ　クイン　    

　浜田市の皆さん、初めまして。ベトナムの首都ハ
ノイから来ました、Q

ク イ ン

uynhと申します。８月から
前任者のニュンさんのように国際交流員として赴任
させていただいて大変光栄です。今回、初めて浜田
市に来ましたから皆さんと一緒に色々な交流活動に
参加して、すてきな思い出を作っていきたいです。
　さて、ここでは私の国について紹介させていただ
きます。出身は浜田市のように静かで穏やかなベト
ナム・中部のゲアン省で、子どもの時からハノイ市
で育ちました。約1,000年の歴史を誇る古都ハノイ
は、ベトナム社会主義共和国北部に位置する都市で
ありながら、多くの緑と湖があり、穏やかな時間が
流れているところです。アジアの喧騒とのんびりと
した時間が交じり合う不思議な魅力をもつ街を歩い
てみて、旧市街での買い物や街中で出会う名物グル
メなどハノイの日常を楽しめると思います。ハノ
イの人口は742万人（2017年）、面積が3,328.9 km²、
気候は日本のように４つの季節があります。亜熱帯
性気候ですから夏は暑く、冬は10度を下回るほど寒
いです。紅河の右岸にあり、国内の工業の中心地
で、農産物の集散地でもあります。また、一柱寺な
ど史跡も多いです。東南アジア有数の世界都市であ
り、ホーチミン市がベトナム経済の中心地である反

面、ハノイはベトナムの政治・文化の中心地とよく
言われます。皆さん、機会があればぜひお越しくだ
さいね。
「自分の人生の中で出逢った人とは、「ご縁」があっ
たからこそ」という言葉が大好きです。にぎやかな
ハノイ市に住んでいる私にとっては、島根県とのご
縁があると信じています。大学に入ってからずっと
日本に行きたくて日本人の生活を体験してみたかっ
たので、浜田市に任用されて大変うれしいです。
　自分はまだ未経験だし、分からないこともいっぱ
いあります。ぜひ皆さんに色々教えていただきたい
です。そして、一緒に様々な交流活動に参加して日
本文化・日本語を学び、ベトナム文化・ベトナム語
を伝えるという相互理解を深めようと思います。こ
れからよろしくお願いします。

シンチャオ　浜田！

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

令
和
２
年
度
小
学
校
入
学
予

定
者
の
健
康
診
断
通
知
書
を

送
付
し
て
い
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
（
平
成
25
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を

対
象
に
、
市
内
各
小
学
校
で
就
学
時

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
家
庭
に
は
「
令
和
２

年
度
小
学
校
就
学
者
健
康
診
断
通
知

書
」
を
９
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

　
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
や
、
病

気
、
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
就
学
が
困

難
な
場
合
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
学
校
教
育
課
学
事
保
健
係

　
☎
�
９
７
１
０

国際交流員コラム
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期
間　
10
月
25
日
㈮
～
12
月
８
日
㈰

場
所　
浜
田
市
、
石
見
地
域
各
所

※　
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
定
員
・
料
金

な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
い
わ
み
ん
実
行
委

員
会
事
務
局
へ

　
☎
０
８
５
５
�
７
２
１
４

対
象　
０
～
２
歳
児
と
保
護
者

日
時　
10
月
25
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館　
１
階
研
修
室

定
員　
18
組

日
時　
10
月
23
日
㈬

正
午
～
午
後
５
時
10
分

場
所　
松
江
テ
ル
サ
（
松
江
市
）

内
容　
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概

要
や
採
用
計
画
の
説
明
な
ど

問
合
せ　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
８
５
２
�
０
６
９
４

日
時　
10
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
市
役
所
本
庁
前
に
集
合
し
現

地
へ

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

対
象　
小
学
生

日
時　
10
月
20
日
㈰

午
前
10
時
25
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
30
人

料
金　
１
０
０
円

申
込
み　
10
月
15
日
㈫
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
�
１
２
４
１

日
時　
10
月
20
日
㈰　
午
前
９
時
30

分
～
11
時（
午
前
９
時
20
分
集
合
）

場
所　
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促

進
セ
ン
タ
ー
庶
務
課

　
☎
�
８
１
７
１

対
象　
年
長
～
小
学
校
６
年
生

（
保
護
者
同
伴
）

日
時　
10
月
19
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

定
員　
30
人
（
先
着
）

料
金　
対
象
者
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

（
同
伴
の
保
護
者
は
無
料
）

申
込
み　
浜
田
お
や
こ
劇
場
へ

☎
�
６
３
９
６

日
時　
10
月
14
日
㈷　
午
後
１
時
～

場
所

　
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

講
師　
野
田
佐
知
子
さ
ん
（
島
根
県

眼
科
医
会
副
会
長
）、
原
克
典
さ

ん
（
島
根
大
学
眼
科
講
師
）
ほ
か

問
合
せ　
お
さ
だ
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　
長
田
健
二
さ
ん

☎
�
０
０
２
２

日
時　
10
月
14
日
㈷

温
水
プ
ー
ル

　
午
前
10
時
～
午
後
９
時

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

ラ
ウ
ン
ド
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　
午
前
10
時
～
午
後
９
時

料
金　
無
料

問
合
せ　
ラ･

ペ
ア
ー
レ
浜
田

☎
�
１
０
３
５

日
時　
10
月
12
日
㈯

正
午
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館　
研
修
室

※　
引
き
続
き
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
開
府
四
百
年
記
念

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑
賞
し
ま
す
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係　
☎
�
９
２
０
１

日
時　
10
月
12
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
１
０
１
研
修
室

講
師　
岩
﨑
巌
さ
ん
（
視
覚
障
が
い

の
元
中
学
教
師
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
あ
っ
た
か
い
い
ね
っ
と

☎
�
４
９
６
６

日
時　
10
月
12
日
㈯

午
後
１
時
～
３
時

日
時　
10
月
７
日
㈪
～
10
日
㈭

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所

　
７
日
㈪　
・
上
府
自
治
公
民
館

　
　
　
　
　
・
久
佐
公
民
館

　
８
日
㈫　
・
長
浜
公
民
館

　
　
　
　
　
・
三
隅
公
民
館

　
９
日
㈬　
・
美
川
公
民
館

10
月
は
無
休

ス
ポ
ー
ツ
体
験
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

日
時　
１０
月
６
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
９
時

内
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
ア
リ
ー

ナ
を
無
料
開
放

パ
ワ
ー
記
録
会

～
キ
ャ
プ
テ
ン
浜
田
は
オ
レ
だ
！
～

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
１０
月
６
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

内
容　
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
・
ス
ク
ワ
ッ

　
　
　
　
　
・
弥
栄
会
館

　
10
日
㈭　
・
石
見
公
民
館

　
　
　
　
　
・
和
田
公
民
館

問
合
せ　
議
会
事
務
局

☎
�
９
８
０
０

ト
・
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
の
記
録
会

剣
道
稽
古
会　
小
学
生
（
要
予
約
）

対
象　
小
学
生

日
時　
１０
月
１８
日
㈮

午
後
６
時
30
分
～
８
時

剣
道
稽
古
会　
中
学
生
（
要
予
約
）

対
象　
中
学
生

日
時　
１０
月
１９
日
㈯

午
前
９
時
～
正
午

柔
道
稽
古
会
（
要
予
約
）

対
象　
中
学
生
以
上
（
初
心
者
可
）

日
時　
１０
月
２０
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時

３
Ｂ
体
操
体
験
会

日
時　
１０
月
２７
日
㈰

午
前
１０
時
～
１１
時
30
分

ヘ
ル
ス
ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク

対
象　
高
校
生
以
上

内
容　
体
成
分
分
析
装
置
で
測
定

日
時　
10
月
の
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

料
金　
い
ず
れ
も
無
料

申
込
み　
石
見
武
道
館
へ

　
☎
�
７
１
７
０

10
月
は
無
休

親
子
DE
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

日
時　
10
月
６
日
㈰

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会　

日
時　
10
月
６
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会　

日
時　
10
月
28
日
㈪

　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

体
組
成
計
測
定
会

日
時　
10
月
の
毎
週
日
・
月
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

料
金　
い
ず
れ
も
無
料

申
込
み　
県
立
体
育
館
へ

☎
�
１
２
０
１

日
時　
10
月
６
日
㈰

午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
美
川
苑

問
合
せ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

美
川
苑　
☎
�
０
３
３
３

浜
田
開
府
四
百
年
記
念　
表
千
家

～
時
を
つ
な
ぐ
～
秋
の
茶
会

日
時　
10
月
６
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金　
実
費

問
合
せ　
表
千
家
浜
田
地
区
会

　
三
浦
和
成
さ
ん　
☎
�
０
９
２
１

古
墨
で
奏
で
る
秋
の
歌

日
時　
10
月
７
日
㈪
～
11
月
８
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
日
本
海
信
用
金
庫
本
店

料
金　
無
料

問
合
せ　
敬
紅
書
学
院　
坂
本
文
江

さ
ん　
☎
�
６
４
２
４

浜
田
開
府
四
百
年
記
念

　
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
大
会

日
時　
11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金　
２
０
０
０
円

問
合
せ　
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会

田
中
啓
信
さ
ん　
☎
�
１
４
０
８

日
時　
10
月
４
日
㈮
・
５
日
㈯

　
日
没
～
午
前
０
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
合
せ　
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

　
☎
�
９
６
０
１

日
時　
10
月
１
日
㈫
～
11
月
30
日
㈯

場
所　
浜
田
と
邑
南
の
対
象
飲
食
店

内
容　
フ
ェ
ア
参
加
店
舗
で
食
事
を

し
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
応
募

問
合
せ　

浜
田
市
と
邑
南
町
と
の

「
食
」
を
通
じ
た
観
光
・
文
化
交

流
協
議
会　
☎
�
９
２
０
２

日
時　
10
月
９
日
㈬
・
11
月
13
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

日
時　
11
月
13
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー　

２
階

内
容　
が
ん
治
療
体
験
者
に
よ
る
個

別
相
談
会

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
７
０
９
６

日
時　
10
月
18
日
㈮

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
公
民
館（
予
約
者
優
先
）

申
込
み　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
（
月
・
火
・
木
曜
日
正
午

～
午
後
３
時
）

☎
０
８
５
２
�
９
２
１
１

日
時　
10
月
４
日
㈮

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

内
容　
介
護
・
福
祉
事
業
所
８
社
の

担
当
者
に
よ
る
就
職
面
談

問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

☎
�
８
６
０
９

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題
・
講
師　
　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

現
状
と
こ
れ
か
ら
」
栂
伸
夫
さ
ん

料
金　
無
料

申
込
み　
10
月
10
日
㈭
ま
で
に
浜
田

地
域
環
境
サ
ー
ク
ル 

大
橋
さ
ん
へ

☎
�
０
６
３
５

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

料
金　
１
組
１
０
０
０
円

申
込
み　
浜
田
お
や
こ
劇
場
へ

☎
�
６
３
９
６

地
域
体
験
イ
ベ
ン
ト

　
「
い
わ
み
ん 
２
０
１
９
秋
」

創
立
30
周
年　
浜
田
お
や
こ
劇
場

表
現
教
育
研
究
所　
わ
ら
べ

う
た
「
か
ぜ
の
う
た
」
公
演

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
秋
期
）

第
２
０
１
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

開
府
四
百
年
の
殿
町
で

ま
ち
か
ど
探
検
ウ
ォッ
チ
ン
グ

浜
田
国
際
交
流
協
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
９

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

　
施
設
見
学
会

創
立
30
周
年　
浜
田
お
や
こ
劇
場

「
ピ
ア
ニ
カ
の
魔
術
師
に
よ
る

ひ
み
つ
の
ピ
ア
ニ
カ
教
室
♪
」

市
民
公
開
講
座

　
「
眼
の
健
康
講
座
」

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

体
育
の
日　
無
料
開
放
デ
ー

浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

　
環
境
講
演
会

市
民
憲
章
推
進
大
会

あ
っ
た
か
い
い
ね
っ
と

共
生
演
奏
会
〈
第
二
の
人
生

わ
く
ど
き
ハ
ー
モ
ニ
カ
〉

市
民
と
議
員
で
共
に
考
え
る

　
地
域
井
戸
端
会

石
見
武
道
館

10
月
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間
」

県
立
体
育
館

　
推
進
月
間
イ
ベ
ン
ト

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
美
川
苑

美
川
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

お
出
か
け

10
月
４
日
は
「
都
市
景
観
の
日
」

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

浜
田
市
×
邑
南
町グル

メ
フ
ェ
ア

相
　
　
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」

　
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

介
護
就
職
デ
イ
就
職
面
談
会

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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し
ま
ね
映
画
祭
浜
田
会
場
上
映
会

出
前
映
画
上
映
会「
山や

ま
ふ
と
こ
ろ懐に
抱
か
れ
て
」

日
時　
11
月
９
日
㈯　
午
後
１
時
30

分
～
（
上
映
時
間
１
０
３
分
）

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん

料
金　
前
売
券
一
般　
５
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

　
　
　
大
学
生
以
下　
　
　
無
料

ホ
ー
ル
上
映
会

「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

日
時　
11
月
10
日
㈰

①
午
前
10
時　
②
午
後
１
時
30
分

（
上
映
時
間
１
３
４
分
）

場
所　
大
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
券
一
般　
１
０
０
０
円

　
小
学
生
～
大
学
生　
　
５
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

午
前
９
時
～
午
後
３
時

日
時　
１１
月
１２
日
㈫

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　

内
容　
式
典
、
記
念
講
演
、
活
動
発

表
、
作
品
展
示
や
販
売
な
ど

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
精
神
保
健
福
祉
会

連
合
会 

☎
０
８
５
２
�
５
９
２
７

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
14
周
年
記
念
感
謝
祭

「
き
ん
さ
い
デ
ー
」

日
時　
10
月
６
日
㈰　
午
前
10
時
～

※　
美
術
館
は
午
後
６
時
30
分
ま
で

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
全
館

内
容　
石
見
美
術
館
の
入
館
無
料
、

グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル
で
ア
ニ
メ

映
画
の
無
料
上
映
、
中
庭
広
場
を

使
っ
た
食
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
グ

ラ
ン
ト
ワ
全
館
を
使
っ
た
１
年
に

一
度
の
感
謝
祭

料
金　
無
料（
飲
食
ほ
か
一
部
有
料
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
10
月
27
日
㈰　
午
後
２
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

出
演　
グ
ラ
ン
ト
ワ
合
唱
団
／
グ
ラ
ン

ト
ワ
弦
楽
合
奏
団
／
グ
ラ
ン
ト
ワ
・

ユ
ー
ス
・
コ
ー
ル
／
島
根
邦
楽
集
団

料
金　
全
席
自
由

　
一
般　
　
　
　
１
０
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
　
５
０
０
円

　
未
就
学
児　
　
　
　
　
無
料

（
会
員
料
金
あ
り
）

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。10

月
20
日
㈰
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
10
日
㈰　
午
後
２
時
～

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

料
金　
５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

問
合
せ　
矢
田
さ
ん

　
☎
０
９
０-

２
２
９
６-

３
７
７
７

日
時　
11
月
９
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

演
題
・
講
師　
　
「
吃
音
相
談
外
来
を

は
じ
め
て
思
っ
た
こ
と
」
岡
部
健

一
さ
ん（
旭
川
荘
南
愛
媛
病
院
長
）

申
込
み　
立
川
さ
ん
へ

　
☎
０
８
０-

７
０
５
９-

３
３
０
９

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
釣
り
を
し
て

浜
田
の
お
魚
を
観
察
し
よ
う
！
」

日
時　
10
月
13
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
海

定
員　
30
人

料
金　
１
０
０
円

「
石
見
の
イ
カ
を
使
っ
て

イ
カ
飯
づ
く
り
」

日
時　
10
月
20
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
１
階　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
30
人

料
金　
３
０
０
円

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ボ
ン
ボ
ン
ア
ザ
ラ
シ
を
作
ろ
う
！
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
10
月
28
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
１
個
２
０
０
円

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

は
っ
し
ー
広
場
秋
ま
つ
り

日
時　
10
月
13
日
㈰
・
14
日
㈷

10
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

13
日
㈰　
熱
田
保
存
会（
秋
ま
つ
り
）

14
日
㈷　
神
楽
大
会
（
秋
ま
つ
り
）

22
日
㉁　
波
子
社
中

27
日
㈰　
宇
野
保
存
会

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

対
象　
市
内
幼
稚
園
、保
育
所（
園
）

の
園
児
を
含
む
家
族

日
時　
11
月
９
日
㈯

午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
実
施
）

場
所　
浜
田
市
消
防
本
部

内
容　
煙
体
験
、
放
水
体
験
、
救
命

救
急
体
験
な
ど

定
員　
30
組
程
度
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
10
月
７
日
㈪
か
ら
25
日
㈮

ま
で
に
浜
田
市
消
防
本
部
予
防
課

保
安
係
へ　
☎
�
１
１
６
７

日
時　
11
月
７
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
10
月
11
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ 

☎
�
９
５
２
０

日
時　
11
月
４
日
（振）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル

講
師　
達
川
光
男
さ
ん（
野
球
解
説
者
）

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
法
人
会
へ

☎
�
８
０
６
０

日
時　
11
月
３
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
東
平
原
上
集
会
所
特
設
会
場

問
合
せ　
平
原
柿
ま
つ
り
実
行
委
員

会　
齋
藤
さ
ん　
☎
�
２
４
８
８

対
象　
小
・
中
学
生

日
時　
11
月
３
日
㈷

午
前
10
時
～
正
午

内
容　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
や
ケ

ガ
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹
介

定
員　
50
人

料
金　
無
料

申
込
み　
県
立
体
育
館
へ

☎
�
１
２
０
１

日
時　
10
月
30
日
㈬
・
31
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
３
時
45
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
（
松

江
市
）

申
込
み　
10
月
25
日
㈮
ま
で
に
島
根

県
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
７

日
時　
10
月
27
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

（
午
前
９
時
に
道
猿
坊
公
園
駐
車
場

か
ら
ス
タ
ー
ト
地
点
に
送
迎
あ
り
）

コ
ー
ス　
御
部
ダ
ム
周
辺　
約
６
㎞

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
み　
安
城
公
民
館
へ　
☎
�
２

９
１
７　
又
は
弥
栄
支
所
市
民
福

祉
課
へ　
☎
�
２
６
５
６

日
時　
10
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所　
三
隅
町
室
谷

室
谷
の
棚
田
ま
つ
り
会
場
そ
ば

内
容　
神
英
雄
さ
ん
の
解
説
、
ヨ
シ

タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
、
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
物
販
な
ど

問
合
せ　
ヨ
シ
タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー
友
の

会　
☎
�
３
６
４
１

日
時　
10
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
室
谷
塾
（
元
室
谷
分
校
）

※　
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

　
☎
�
１
０
８
５

生
徒
研
究
発
表
な
ど

日
時　
10
月
26
日
㈯　
午
前
10
時
～

実
習
製
品
販
売
な
ど

日
時　
10
月
27
日
㈰　
午
前
10
時
～

場
所　
浜
田
水
産
高
等
学
校

問
合
せ　
浜
田
水
産
高
等
学
校

　
☎
�
３
０
９
８

日
時　
10
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
学
生
は
除
く
）

日
時　
10
月
26
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
正
午
頃

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
み　
10
月
18
日
㈮
ま
で
に
浜
田

市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行

委
員
会
へ　
☎
�
０
０
９
４

日
時　
10
月
25
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
25
人

料
金　
無
料

申
込
み　
10
月
23
日
㈬
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
�
１
２
４
１

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

ひ
ら
い
て
み
よ
う
、心
の
扉 

～
語
り

合
い
か
ら
生
ま
れ
る
温
か
な
笑
顔
～

島
根
県
精
神
保
健
福
祉
大
会

ゴ
ス
ペ
ル
メ
イ
ツ
浜
田

　
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

し
ま
ね
吃き

つ
お
ん音

の
つ
ど
い

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
�
２
１
０
０

ふ
れ
あ
い
防
火
教
室

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

浜
田
法
人
会　
特
別
講
演
会

「
苦
し
み
を
笑
い
に
変
え
た

野
球
人
生
」

平
原
柿
ま
つ
り　
25
周
年
祭

県
立
体
育
館

　
ス
ポ
ー
ツ
講
座

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

保
育
士
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

弥
栄
町
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会

三
浦
義
武
生
誕
１
２
０
周
年
イ
ベ
ン
ト

浜
田
で
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
会

in
棚
田
ま
つ
り

室
谷
の
棚
田
ま
つ
り

今
年
も
や
り
ま
す

美お

い味
し
い
「
水
高
祭
」

浜
田
開
府
四
百
年
記
念
協
賛

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

浜
田
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
ボ
ッ
チ
ャ
）

浜
田
国
際
交
流
協
会

中
国
文
化
紹
介
講
座

～
東
西
の
結
晶　
香
港
～
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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短
期
日
本
語
・
日
本
文
化
研
修

城跡の美しさに魅かれた浜田街歩き

　
島
根
県
立
大
学
で
は
、
毎
年
海
外

の
交
流
協
定
校
か
ら
の
学
生
を
受
け

入
れ
、「
短
期
日
本
語・日
本
文
化
研

修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
短
期
留
学
生
の
日
本
語

レ
ベ
ル
別
に
、
浜
田
（
中
級
前
半
）

と
松
江
（
中
級
以
上
）
の
２
コ
ー
ス

で
実
施
し
ま
し
た
。
中
国
か
ら
は
安あ

ん

徽き

財ざ
い

経け
い

大
学
、
華か

僑き
ょ
う

大
学
、
曁き

南な
ん

大

学
、
台
湾
の
台た

い

中ち
ゅ
う

科か

技ぎ

大
学
、
韓
国

か
ら
は
慶き

ょ
ん

北ぶ
く

道ど
う

立り
つ

大
学
、
ソ
ウ
ル
神

学
大
学
校
の
合
計
６
大
学
２１
人
の
学

生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
６
月
２４
日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
実

施
し
た
浜
田
コ
ー
ス
で
は
、
日
本
語

授
業
と
着
付
け
や
紙
漉
き
な
ど
の
文

化
体
験
の
ほ
か
、
大
学
の
講
義
（
多

文
化
理
解
特
別
演
習
）
や
語
学
授
業

（
中
国
語・韓
国
語
）
へ
の
参
加
、茶

自
己
推
薦
入
試

（
総
合
評
価
型
AO
入
試
）
募
集

　
総
合
政
策
学
部
総
合
政
策
学
科
の

入
学
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員　
７５
人

学
部
社
会
人
入
試
募
集

社
会
人
を
対
象
と
し
た
総
合
政
策

学
部
総
合
政
策
学
科
の
入
学
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員　
若
干
名

選
抜
方
法　
出
願
書
類
の
内
容
、
本

学
が
実
施
す
る
小
論
文
試
験
、
個

別
面
接
に
よ
り
総
合
的
に
評
価

し
、
合
否
を
決
定
し
ま
す
。

出
願
期
間　
10
月
15
日
㈫
～
１８
日
㈮

入
試
日
程　
１１
月
２
日
㈯

※　
詳
し
く
は
募
集
要
項
で
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

☎
�
２
２
０
３

公
開
講
座
の
ご
案
内

　
来
年
４
月
１
日
採
用
の
事
務
職
員

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は

左
記
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
２
０
０

読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」
で
あ
る
10
月

27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
は
、
読
書
週
間
で

す
。

　

今
年
の
読
書
週
間
の
標
語
は
、「
お
か
え

り
、
栞
の
場
所
で
待
っ
て
る
よ
」
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
に
、
人
生

設
計
の
な
か
に
、
新
し
い
感
覚
で
の
「
本
と

の
つ
き
あ
い
方
」
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
せ

ん
か
。

　
図
書
館
で
は
、
11
月
に
「
本
の
リ
サ
イ
ク

ル
市
」
を
は
じ
め
、
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

貸出ベスト10（令和元年８月期）
順位 タイトル 著者
1 そして、バトンは渡された 瀬尾　まいこ
2 希望の糸 東野　圭吾
3 出身成分 松岡　圭祐
4 傑作はまだ 瀬尾　まいこ
５ スズメの事ム所 駆け出し探偵と

下町の怪人たち 朱川　湊人
６ 店長がバカすぎて 早見　和真
７ ノーサイド・ゲーム 池井戸　潤
８ へぼ侍 坂上　泉
９ 密室を開ける手 KZ Upper File 藤本　ひとみ
１０ 麦本三歩の好きなもの 住野　よる

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

休館日　月曜日　７日・21日・28日
　　　　振替日　15日・23日　
　　　　展示替　８日㈫～11日㈮

「
浜
田
市
美
術
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

石
見
地
方
在
住
者
及
び
出
身
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
創
作
作
品
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

会
期　
10
月
６
日
㈰
ま
で

料
金　
無
料

「
木
の
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
浜
田
の

木
を
使
っ
て
作
家
が
制
作
し
た
遊
べ
る
木
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
本
展
を
と
お
し
、
木

の
魅
力
を
存
分
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

会
期　
１０
月
１２
日
㈯
～
令
和
２
年
１
月
13
日
㈷

助
成　
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

料
金　
一
般　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
ク
マ
の
パ
ズ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
》

◎
10
月
12
日
㈯

指
導　
藤
田
伸
さ
ん
（
出
品
作
家
）

参
加
費　
３
０
０
円

《
木
っ
端
で
ア
ー
ト
》

◎
10
月
12
日
㈯

指
導　
山
本
麻
璃
絵
さ
ん
（
出
品
作
家
）

参
加
費　
３
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
木
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
》

◎
10
月
13
日
㈰
・
14
日
㈷

参
加
費　
１
０
０
円

《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

◎
10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
カ
ラ
フ
ル
こ
け
し
を
作
ろ
う
！
》

◎
10
月
22
日
㉁

参
加
費　
３
０
０
円

定
員　
４０
人
（
先
着
）

《
木
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
》

◎
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
１
階
創
作
室
で
受
付
。

■
一
般
講
座

《
版
画
表
現
（
紙
版
画
）》

◎
10
月
17
日
㈭　
午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
10
人
（
先
着
）

※　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

道
体
験
や
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
の
学
生

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
語
授
業
で
は
、
短
期
留
学
生

が
日
本
の
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
浜

田
の
こ
と
を
教
わ
り
な
が
ら
、
市
内

を
巡
る
コ
ー
ス
を
考
え
て
散
策
し
ま

し
た
。
石
見
地
域
の
文
化
に
も
触
れ
、

津
和
野
や
石
見
銀
山
、
温
泉
津
に
足

を
運
ん
で
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
授
業
で
は
体
験
や
視
察
の
振
り

返
り
を
行
い
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

感
じ
た
こ
と
を
発
信
し
ま
し
た
。

　
西
村
神
楽
社
中
で
子
供
神
楽
の
練

習
を
見
学
し
た
翌
日
の
授
業
で
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
伝
統
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
踊
っ
て

い
た
」
な
ど
の
感
想
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

選
抜
方
法　
総
合
課
題
・
個
別
面
接

及
び
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と

出
願
書
類
を
ふ
ま
え
総
合
的
に
評

価
し
、
合
否
を
決
定
し
ま
す
。

出
願
期
間

　
１０
月
１５
日
㈫
～
18
日
㈮

入
試
日
程

①
総
合
課
題　
11
月
２
日
㈯

②
個
別
面
接　
11
月
２
日
㈯
・
３
日

㈷
の
内
、
指
定
し
た
日

③
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

　
令
和
２
年
１
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

※　
詳
し
く
は
募
集
要
項
で
確
認
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

　
☎
�
２
２
０
３

事
務
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

①
中
小
企
業
の
人
材
確
保

日
程　
10
月
16
日
㈬

講
師　
久
保
田
典
男
（
浜
田
キ
ャ
ン

パ
ス
教
授
）

②
ひ
そ
か
に
身
近
な
薬
草

日
程　
10
月
23
日
㈬

講
師　
陳
幼
竹
（
島
根
県
立
大
学
北

東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
非

常
勤
研
究
員
）

③
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
っ
て

何
だ
ろ
う
？

日
程　
10
月
30
日
㈬

講
師　
金
野
和
弘
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
准
教
授
）

④
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
ア
ニ
メ
経
済
入

門 

シ
ー
ズ
ン
２

日
程　
11
月
１
日
㈮

講
師　
木
村
秀
史
さ
ん
（
國
學
院
大

學
経
済
学
部
准
教
授
）

各
講
座
の
時
間
・
会
場

　
午
後
６
時
１５
分
～
７
時
４５
分

　
講
義
・
研
究
棟 

中
講
義
室
３

　
※　
④
の
み
、
講
堂　

問
合
せ

　
地
域
連
携
課　
☎
�
２
３
９
６

誰でも１度は、ツリーハウスに憧れたことがあるので
はないでしょうか。この本は、フランスのツリーハウス
専門工房「ラ・キャバーヌ・ペルシェ」によるビジュア
ル・コレクション集です。おしゃれで、独特で、秘密基
地のようなすてきなツリーハウスが４０棟も紹介されてい
ます。自分だったら、どれに住むのか真剣に悩んだり、
もっとこんな風にするのに、と想像したり…夢が膨らむ
一冊です。

アラン・ロラン著、ダニエル・デュフール著、ジスラン・
アンドレ著　グラフィック社（５２７/ユメ）

司書がすすめるこの一冊

「夢のツリーハウス－いつかは手に入れたい天空の城－」

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.274

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.192
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 10月の休館日

中央 ☎�0480  9：00～19：00 15日㈫・28日㈪
金城 ☎�1823

 9：00～17：00 ７日㈪・15日㈫
21日㈪・28日㈪

31日㈭

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

第
５1
回
浜
田
市
美
術
展　

１０
月
の
イ
ベ
ン
ト

あ
そ
ぶ
木
の
ア
ー
ト
展　



✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

石本正「萩」２００７（平成１９）年

土
人
形
絵
付
け
体
験

　
鯛
を
持
っ
た
招
き
猫
「
た
い
も
ち

く
ん
」
に
絵
付
け
を
し
ま
す
。

日
時　
１０
月
２６
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時

講
師　
土
人
形
作
家
・
福
美
さ
ん

参
加
費　
１
０
０
０
円

定
員　
１５
人
（
要
予
約
）

たいもちくん

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
い
ち
ご
白
書
を
も
う
一
度
」「
な

ご
り
雪
」「
紙
ひ
こ
う
き
」
な
ど
、聴

け
ば
心
が
あ
の
頃
に
戻
れ
る
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
。
懐
か
し
い
思
い
出
の
曲

を
、「
ル
ト
レ
ッ
ト
」
の
お
二
人
の
す

て
き
な
歌
声
と
演
奏
で
聴
い
て
み
ま

せ
ん
か
？

日
時　
１０
月
２７
日
㈰

　
午
後
２
時
～
３
時

料
金　
無
料

出
演　
ル
ト
レ
ッ
ト
さ
ん

ルトレットさん

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,570 18,862 20,747 39,609
金 城 1,888 2,023 2,159 4,182

旭 1,331 1,347 1,353 2,700
弥 栄 674 596 661 1,257
三 隅 2,831 2,835 3,086 5,921
合 計 26,294 25,663 28,006 53,669

（単位：人）
人　口（８月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

　
１０
月
１４
日
㈷
ま
で
、
石
本
正
記
念

展
示
室
で
は
三
隅
町
出
身
の
日
本
画

家
・
石
本
正
の
画
業
の
全
容
を
観
る

こ
と
の
で
き
る
「
２
０
１
９
年
度
・

石
本
正
作
品
選
２
」、
企
画
展
示
室

及
び
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
全
国
の
美

術
大
学
で
日
本
画
を
学
ぶ
優
秀
な
学

生
た
ち
の
作
品
８7
点
が
集
う
「
石
本

正
日
本
画
大
賞
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
閉
幕
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

　
１０
月
２２
日
㉁
か
ら
は
、
新
し
い
展

覧
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　
特
に
企
画
展
示
室
の
石
本
正
素
描

展
「
石
本
正
の
ア
ト
リ
エ
よ
り
～
ロ

マ
ネ
ス
ク
素
描
紀
行
～
」
で
は
、
画

家
が
最
期
ま
で
手
元
に
残
し
大
切
に

し
て
い
た
素
描
の
中
か
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
を
旅
し
て
描
い
た
、
当

館
で
は
初
公
開
の
ス
ケ
ッ
チ
を
多
数

観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
石
正
美
術
館
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
２

期
間　
１０
月
１４
日
㈷
ま
で

【
企
画
展
示
室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

第
５
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展

期
間　
１０
月
１４
日
㈷
ま
で

料
金
（
１０
月
１４
日
㈷
ま
で
）

　
一
般　
　
７
０
０
円（
６
０
０
円
）

　
高
大
生　
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
小
中
生　
２
０
０
円（
１
６
０
円
）

　
前
売
券
一
般　
５
０
０
円
（
販
売

先
＝
ロ
ー
ソ
ン
各
店
（
Ｌ
コ
ー
ド

６
２
５
１
９
）

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
３

期
間　
１０
月
２２
日
㉁
～
１２
月
２２
日
㈰

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正
素
描
展
石
本
正
の
ア
ト
リ
エ

よ
り
～
ロ
マ
ネ
ス
ク
素
描
紀
行
～
」

期
間　
１０
月
２２
日
㉁
～
１２
月
２２
日
㈰

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
し
た
入

場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無

料
で
す
。

１０
月
の
イ
ベ
ン
ト

１０
月
の
展
示
替
休
館
日

　
１０
月
１５
日
㈫
～
２１
日
㈪

８
月
24
日
㈯
、
市
役
所
本
庁

周
辺
で
、「
浜
田
川
で
舟
あ
そ

び
」
が
浜
田
開
府
四
百
年
を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
の
体
験
や
、
大
型
の

パ
ド
ル
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
タ
イ

ム
を
競
う
メ
ガ
サ
ッ
プ
レ
ー
ス

な
ど
が
行
わ
れ
、
市
街
地
を
流

れ
る
川
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

（
11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
）

今
月
の
表
紙

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（

代
表

）
　

　
http://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 –1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45 –1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 –2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32–2800

浜
田

市
広

報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

10 令
和
元
年

N
o.222

広
報
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